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は　じ　め　に

　ミール・アリーシールAmir　Nizam　al－din　‘Ali一§lr（144！－1501＞は，ティムール朝ヘラー

ト宮廷の実力者として，また慈善家・学芸保護者として，さらにはナヴァーイーNavayiを

筆名とするきわめて高名なテユルクtUrk（トルコ）詩人・文人として，政治・経済・文化

の各分野で活躍した［Barthold；Bertel’s；Sultan；久保1990；岡1997b］。彼は，英主スル

ターン・フサインSu1琢n　Husayn　Mirza（在イ立1469－1506）や高名なシャイフ・ペルシア詩

人のジャーミー・Mawl舶a漁r　a1－din‘Abd　al－rabman　Jaml（1414－1492＞と並んで，酋都ヘ

ラートの繁栄を支え，かっこれを象徴する存在であった。その政治的・経済的実力の基盤は，

何よりも霜主スルターン・フサインとの特別な関係にあり，これは両者の家系間の関係に端

を発していた［久保1990：21－24］。しかしTアリーシールの家系については不明な点が多

く，そもそもテユルクであるにも拘らず，史料中，彼の名にエ内縁的帰属誌面（氏・部族）の

名称が伴われることがない。本人の発欝から，バルラスやアルラトなどの有力部族の出身で

はないことだけが判明している［久保1997b：169－17e］。はたして，アリーシールは，どの

ような範購に属するテユルクとして誕生したのであろうか。

　アリーシールの家系の帰属鋼弱名に唯一欝及する史料TR（7セ’7漉がR中断のによれば，

「彼の家系（‘a＄1）はウイグルのパフシ（ba痴iy諭一i　Uy郎r）に属し，彼の父はK：16短且a　Ba璃更

と呼ばれていた」という1）。逸早くこの記事に注繕して受け入れたのは，Z，　V．　Togan氏で

ある猛4：AL主＄iR　349；Togan　1963：5］。　M．　E　Subtelny氏もこの記事を信頼して，ア

リーシールが世襲のアミールではなくパフシの家系に属したと判断し［Subtelny　1980：

799－800，　802］，安藤志朗氏も瞬じ記事に基づき，アリーシール（とその弟）をウイグル部

に分類した［Ando：198，234（n．10）］。そして，両氏ともアリーシールの名の末尾に帰属

集団名として「ウイグル」2）を付記している［Ando；Subteiny　2007〕。しかし，　TRの著者

！）　水橘におけるテユルク語（チャガタイ語）語句のローマ字転写の方舞はt久保2008：253－255

　に従うが，引用文献がペルシア語の場合はペルシア語式の転写もしくは薗方式の併記とする。

2）後述するようにティムール朝と岡時代の遊牧テユルク・モンゴル系軍事諸集団の串に，他の著

　名な諸部族と同じく，「ウイグル」も存在した。しかし，本来「ウイグル」は部族名とは言えず，

　主に1日藩ウイグル国領繊身者およびその総体を指すから，チャガタイ，モグール，ウズベクなど／
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より時間的・空聞的にアリーシールに近い同時代人たち，およびアリーシール自身はtア

リーシールの家系と「ウイグル」やジバフシ」との関連に何ら雷及していないのである。

　筆者自身は以前アリーシールの家系について概括的な考察を舶えた際たとえ起源がウイ

グルのパフシであったとしてもrアリーシールの誕i生時には軍入の家系となっていたと結論

づけた［久保1990：24］。しかし，その後，先に重視したVaq．（アリーシール作VaOflya）

のペルシア語訳テキストに欠落があったことが判明し，他方，文献利用の手だてが改善され

て新たな考察の可能性が広がった。そこで本稿では，アリーシールおよびその家系と「ウイ

グルのパフシ」との関わりについて，十分に再検討し，当該の問題に対する，より明確な答

えを見出すこととする。加えて，考察の過程を通じ，これまであまり注Eされてこなかった，

ティムール病期テユルク文語文化の一側面をも明らかにする。

1アリーシールに関するTRの記事の信愚性

　茎　アリーシールに関するTRの記事の脆弱牲

　まず，本稿「はじめに」で鷺及したアリーシールの家系に関するTLI？の記事を，アリー

シールとその主君スルターン・フサインの関係に欝及する部分も含めて，以下に紹介する。

　　彼の家系はウイグルのパフシ〈babsiyan－i　Uygar）に属する。彼の父はKIこ1〈ina　Bab§iと呼ばれ，

　　ありふれた入物であった（mardi　bCida　’ala　al－rasm）。ミール・アリーシールは幼い頃にミール

　　ザー・スルターン・フサインと知り合っていた。ミールザーが孕蓬Eとなった時にミールザーに臣

　　記し始めた。［TR：！59；TR／1：310］

アリーシールの父の名はKI6klna　Bab§i／K：i6kina　Ba雛1とされ3），字義通り（ki6kina

〈kiこik牽一kiRa）に解すれば，「小パフシ」の意であろう4）。しかし，アリーシールに非常に

近くその被保護者でもあったホーンダミール〔久保1990：40（表II－！）；ユスーポワ；

Iusupova］によれば，彼の父の名はAmIr　Giyおal－d1n　K：16痘naであり〔NS：71］，　HSとほ

ぼ同時期のLN（1522－23年完成）5＞ではAmir　KI6kina［LA？”：133］，　TRよりやや後のTS

　に匹敵するtかなり大きな集団の名称である。なお，ここに欝うウイグルは，周知の通り，近代

　に命名された現ウイグル斑族とは直接的なつながりを持たない［＃原・梅村：426－427］。

3）　：TR／1ではKYCYNH（蝉）と不正確な綴りになっている。この箇所以外でもTRとTR／1の

　問でテキストに若干の齪瀦が見られるが，逐一は注記しない。他史料についても同様とする。

4）続く「ありふれた人物であった」と訳した箇所について，TR／Eは“official”，　TR／Rは“！lou一

　；ieKOCTHoe　JIIIIIo”という訳語を隔て，「窟入であった」という意味に解している［：FR／E：！26；

　Tl？／R：255］。これに対『しlzzat　SuEtan／Sulton氏は，「ありふれた人々に属した（opmmb　KHIIIMa－

　apgaH　31111／6hlJI　z3　upocTbユX　JI｝OAeth＞　」と訳し，父親の名も「小パフシ（MaJ王bl盤6axm王1）」とい

　う意昧に解している［Sulton：28；Sultan：2！］。簸者は後者の解釈を支持する。

5）序文でサファヴィー朝治下ヘラートの統治者D肛m猛弩an　Sa翻U（名目上の統治者は王子の

　Sam　Mirz2）のワズィール慧Vaja　Ha｝）ibuiEah　Savajiに謹呈したこと，終章にサファヴィー朝君主

　S註Ism誼1（1世）のワズィーールM至rza　Sah恥say躍sfalユan童への賛辞が記されている。前者のへ／
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（1550年頃完成）ではK16klna　Bahadurとされる［TS：334］。幼き日のアリーシールがス

ルターン・フサインの父Suitan　Giyおal－dln　Man＄ur（d．！445／46）に毘守られ，4歳の購…フ

サインに付き従って初等学校に通い始めたというから［MA：110－！11；MA／F：127b；久

保1990：23］，この頃アリーシールの父はフサインの父の配下にあったと考えられる。そう

すると君臣が同じGiyおal－dlnというラカブを有したことになり，ヂ小さい（ki6kina）　」は

「パフシ」ではなくラカブを修飾し，「小Giyas　al－dlnjを意味するはずである6）。

　また，アリーシールとスルターン・フサインの幼き日の撮会いに雷及しているが，両家訊

問の近しく確かな主従関係にまったく吉及していない。ホーンダミールによればtアリー

シールの祖先はヂアミール・ティムール・キュレゲンの息子［にしてスルターン・フサイン

の曾祖父］Mirza　‘Umar　Sayb　Bahadurの一族（dUdm2n）の寵臣（malg§U§）」かつ「乳兄弟

（kUkaltag／k6k21ta§）」であり，代々「側近（muqarrab）」の立場にあった〔ffS：137；MA：

127；MA／F：144a；久保1990：22－23］。またアリーシール自身によれば，「この貧しき者

［＝アリーシール］の一族（qawm－u－bayl）は今上陛下（sUltan－i　＄abib－qiran）［・・スルター

ン・フサイン］の古くからの下僕（bayrl　qullar）であり，世襲の下部（mawrl§i　bandalar）

である」という［MV：79；、Uuk．：XIII，　66；Kar／．：IL　312a］。アリーシールとスルターン・

フサインの関係について，TLI？は重要な点に喬及していないことになる。

　上の引用部以外でも，TRは，アリーシールの著作に関して「3つのテユルク詩集と1つ

のペルシア詩集があり，Tα4肋川州伽勿ゴ（聖者伝）をテユルク語で著した」と誤りを犯

し曖昧な認識を示している［TR：！59；TR／1：310］。周知のごとく，アリー一一シーールのテユ

ルク詩集成Uaza　’in　al－ma　‘tzniはCdrmadivdin（四詩集）とも呼ばれ，それぞれ独窃の題名を

持つ4つの詩集から成り，聖者伝IVMはジャーミーによる聖者伝のテユルク語訳を主とす

る［；落原：2001：51－52］。Tll？執筆時に著＃がBN，　ffS，　RS，　TSを利用したことが判明し

ており1問野：232－234］，アリーシールについても，ほぼ聞違いなくBNの「テユルク詩が

詠まれて以来，誰も彼ほど多くかつ良くは詠まなかった」という一節［BN：264－265］に基

づいて，冒頭に「テユルク詩において彼以前も以後も彼ほど多くは誰も詠んでいない」と述

べている［TR：159；TR／1：3！0〕。しかし，　BNはアリーシールの四詩集を題名まで正確

に伝えているから，TRの誤りはBArを十分に参照し得なかったため生じたと考えられる。

　TRの著者ミールザー・ハイダルMirza　M頗ammad　Haydar　Dugiatは！499／！500年生ま

れで，ヘラートには，1505年父に連れられ一時滞在したに過ぎず［間野2001：122－123，

x
　　ラート赴任は1522年1邦であり，後者は！523年4月に没した［US：588，596］。

6）　例えば，鱒中にバルブの”sardar”（覇令宙）でSultan‘Ali　Kiekinaという名の人物が登場する

　　が［HS：153］，この人物名の場合も，“kieklna”の語は同じSL　Itan　‘Aliという名の別人と区別す

　　る働きを持つと考えられる。ただし，アリーシール没後の1506年目作成されたワクフ文書におい

　　て，アリーシールの父の名はAmir　Jalal　al－dln　1〈：i6kinaとされている〔Subtelny　2007：264，　317］。

　　スルターン・フサインの父の死後にラカブが変更されたのではないか，と考えられる。
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！26］，150！年に没したアリーシールや当階のヘラートの情勢に直接通じているわけではな

い。また著者と岡時代のヘラート関連記事・に，信国方の疑わしいものが含まれていることも，

既に指摘されている7＞。それでいてアリーシールの家系だけでなく，アリーーシール自身につ

いても，以下のように，BN，　HS，　RS，　TSその他同時代史料にもアリーシール窃身の著作

にも記されていない，全く独自の情報が含まれていることも，また事実なのである。

　2　アリーシールに関するTRの記事の独自性

　アリーシールに関するTRの記事にはtほかにも独自の内容が含まれ，例えば「毎日彼

の私有財産からの収益（ha§i1－i　amlak）が！8，0006ahru垣であった」という［TLI？：159；

TR／1：310］。これに類する記事としてはt　TSが「これらの建造物に定められたワクフ物

件（awqaf＞は500　tUman－i　kipikl［栢当］である」［TS：904］，　L．9Vが「毎日75，000　dlnar

がミールの財庫に入り，［その内315，000が出費されていた」［ゐN：134］と伝えるが，そも

そも貨幣の単位：や数値が異なり，いずれもTRの上述記事の情報源とは晃なせない。また

アリーシールが「軍務（sipahigarl）」から退く際に「アミール職に伴う備え（asbab－i　imar－

at）」を委ねた相手にAmir　Baba‘AIIの名が挙がっているが，類似するL1▽の記事にこの名

は見られない。さらにペルシア詩人でSayの著者ビナーイー（d．15！2）に関する記事でt

この詩人とアリーシールの，よく知られた確執にまつわる逸話を紹介するが，β7に見られ

るアクコユンルのスルターン・ヤアクーブに関わる逸話［久保1990：43］のほか，他史料

に見られない逸話も記されている［TR：！6！－162；TR／1：3！2－314］8）。

　もちろん先行文献に患実な叙述も兇られる。例えば高名なインドのペルシア詩人アミー

ル・ホスロウの願詩（qa＄lda）Bakr　al－abrdirにならってアリーシールが詠んだとされるペ

ルシア語頒詩（TS：896－901に全編所収）の開旬（matla‘）や，メッカ巡礼からの帰途に

あったスーフィズム上の師ジャーミー宛にアリーシールが書き送ったとされるペルシア語の

ルバーイー［TLI？：159；TR／1：310］は，やや後のTS　mp　Mz｛d．にも引用されているが

［TS二337；Mud．：148］，同じ由来書きでMAに収められたものと岡じである［MA　I　128；

MA／F：135b］。またアリーシールの唯一の「欠点（‘ayb）」として「繊細さのあまり怒っぽ

いこと　（ka6rat－i　nazukl－yi　zUd　ranjidan）　」を挙げているがこTR：160；TR／1：311／，これ

は疑いなくBN申の「アリーシール・ベグは気分を害しやすいことで有名であった

（‘Ah一§ir　BegRing阻izalmazukluk　bila　ma§h痕r　dur）」という記事に基づいており［B2V：264］，

BVにも関達する逸話が収められている［Bγ』：1，　400－402］。

　そもそもTiRは2部構成であり，第1部（！546年完成）がTuglaq－T’im［ir　Hanから‘Abd

7）例えば，圭510年サファヴィー朝のヘラート占領時におけるシャイフルイスラームの処網に関し

　てtかなり脚色された叙述が見られる［久保1988＝151，！6！（注8）］。

8）LNとは別のMVペルシア語増補版においても，ビナーイーとアリーシールに関する独麟の逸

　話が収められており　（LA「と同一刊本の232－233頁〉，その概略はTS：167にも晃られる。
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al－raSid　Hanまでのモグールのハンたち（旧註チャガタイ・ハン国王族）の歴史，第2部

（1541／42年完成）が「著者褻原文では“banda”］の状況と，スルターンたち・ハカンた

ち・ウズベク［族］・チャガタイ［族］その他に関して直接・問接に知った（dida　va　dani－

sta）ことと，著者の岡丸心人たち［に生じた］出来事」である［TLI？：5；TR／1：8］。問題

としている記事は第2部に収められ，アリーシ～ルらは著者ミールザー・ハイダルの「同時

代人」と兇なされているが，前者の没年（1501）と後者の生年（1499／1500＞から兇て，情

報源は文献もしくは伝聞に限られている。したがって，先行文献に見られないTR独自の

情報は，伝聞に基づいていると見なしてよいであろう。

　TRの著者ミールザー・ハイダルの父はt撫統や家柄ゆえ，1505年ヘラート滞在時に艦

主スルターン・フサインや王子たち，および大物アミールのMuhammad　BurendUq　Barlas

〔間野：407；久保1997b：16e－！61］から丁重な扱いを受けた［TR二167；TL9～／1：321］。こ

のときミールザー・ハイダル自身は幼すぎたとしても，父親とその周囲の人々は，没して問

のないアリーシールに関する多くの話題になじんだことであろう。そ0）後ミールザー・ハイ

ダルは，父親とは1508年に死別してしまうが，1509～1512年ヘラート事情に詳しいBA「の

著蓄バーブルに保護され，後には一時的にバーブルの息子たちに仕えた〔問野：126－130］。

バーブルが，先述のペルシア詩人ビナーイーほか多くのヘラート出身者やアリーシールに近

しい者と，面識・交渉を持ったことはよく知られている褻久保1997a：29］。したがって，

先に言及したビナーイーとアリーシールに関する逸話は，ビナーイー本人がバーブルとその

周圏の者たちに伝えた可能性がある。ほかの記事においても，アリーシールに近しい者やヘ

ラート出身者による，信頼度の高い証窪が情報源となっている可能性は十分にある。

　TR独葭の情報のうち特に「ウイグルのパフシ」への言及を無視できない理崩は，これだ

けではない。著者ミールザー・ハイダルによればTf？執筆の動機は「モグールのハカンた

ちの状況が完全に時の頁から消えてしまう」という危機感にあり［TR：4；TR／1：6；間

野；1401，あくまで「モグールのバカンたちの歴史」が「目的の根幹（a＄｝一ima賂Ud）jで

ある［TR：！11］。したがってTRは，アリーシールに関する他の同時代史料とは明らかに

性格が異なり，その目的と著者の立場があいまって，中央アジアにおけるモンゴル的な制

度・慣習の詳しい記録を残している［門訴：第2部第2章ほか］。このような特色を持つ

rRならばこそ「ウイグルのパフシ」への言及が見られる，と考えることも可能なのである。

　以下，アリーシールの家系に関するTLI？の記事を念頭に罎きつつ，そもそも「ウイグル

のパフシ」とは何者か，モンゴル陣代にまで遡って検討を開始する。

ll　モンゴル帝国西方領土における“ウイグルのパフシ、

1　“パフシ、の語義と“ウイグル。との関わり

「パフシ」の語源とされる漢語の「博士」は，仏教用語として7世紀半ばの漢訳仏典に見
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られ「（宗教上の〉教師」を意味し，8－9世紀までに大衆仏典において単なる「指導者・教

離∫」を意味するようになるこMair：120］。この語の古テユルク音写“BAQSI／BAQSI”につ

いてソ連科学アカデミー七型テユルク語群蠣は，その語義を「教師・師匠（YqKTenb，

HacτaB｝｛vaK）」とし、第一の用例に『金光明最勝王纏ウイグル語訳を挙げる［Nadeliaev

et　a1．：XXXV，82］。このウイグル語訳仏典の翻訳者はべシュバリク出身のシンコ・シェリ

都統なるウイグル仏僧で1022年の在世が確認される［小田：！7－！8］。「パフシ」は他のウイ

グル語訳仏典にも晃られ，訳語としては「師・師匠」が妥妾なようである［同：201－202］。

このようにウイグルはモンゴル時代以前からこの語を使っていたが9＞，モンゴルがこの語を

ウイグル語文献から取り上げ，あるいはチベット語を介して，改めて利用するようになった

と考えられている［Mair：120－！2！］iO）。

　モンゴル帝国西方領土において「ウイグル」と「パフシ」双方が見られる事例として

は，イルハン朝のガザン・ハン（1271－！304／在位1295－！304）に関して，代表的ペルシア

語史書ノTに以下のような記事が存在する〔c五ドーソン：V，318］。

　　イスラームの帝王［＝＝ガザン・ハンコの幼少期，［根父の］アバカ・ハンが彼を自らの側に麗い

　　て，見守り保護されていた。偶像崇拝養（but－parast）であるパフシたちを彼の従者・教師とされ

　　た。……彼の父檀はその宗派を信仰し，その道を歩んでいた。……インド・カシミール・ヒタ

　　イll）・ウイグルの國々（biiad）出身の，偶像崇拝者たる様々なパフシにこの上ない尊敬や敬意が

　　示され，あらゆる地に寺院（but－bana）が建てられ，多くの財貨が費やされた。［fT：1331－32］

パフシたちが幼きHのガザンの仏教教育を担当したことが判る。嗣史料にはガザンの養育係

が「1人2人のbab§i－yi　buzurg（大バフシ）」であったとする箇所もあり，“ba三一yi／bab一

§1－u－ustad－i　buzurg”は「漢語（lugat－i／zaban－i　ljit2y（i））」の「大師（t2ySi）」であるとい

う［do．：154，599，12533。“babgl－tt－ustad－i　buzurg”の“ba壌1”と“ustad”（師）は明らか

に類義語であり，実際仏教教育を挺っているから，パフシの語義は先述ウイグル語文献の場

合と異ならない。またウイグルやインド・カシミール・ヒタイ出身のパフシのほか，東方領

土におけるチベット人パフシ，すなわちラマ僧の活躍もよく知られている。

　上記引用部に見られる「ウイグル」はインド・カシミール・ヒタイに続くから，集団とい

うより特定の地域を示唆していると考えられる。モンゴル時代の別のペルシア語史料には

9）ただし，除光明最勝王経』ウイグル語訳の写本自体はかなり後代の成立である〔小田：17；濱

　田1983］。なお，「パフシ」はウイグル仏典より古い碑文テユルク語にも“ba離”の形で現れ，そ

　の語義はやはり「師」であるという［Mair：！19］。

10）　「パフシ」については，M．　F．　K6p憩植執筆のtAの項目“BA蕪＄1”が，毯配りが利いていて事典

　項目以上の有用性を持ち，杉山・北摺1429－432も参考になる。なお，パフシの語源にはテユル

　ク語説，サンスクリット説もある猛4：BAH＄1，234］。

！1）「中国（北部）」を示す琢TA（Y）／HTA（Y＞（GliX／，sU・s）の第！音節については，標準現代ペル

　シア語のHa一ではなく，標準現代タジク語・ウズベク語に晃られるHi一を採用する。
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「ウイグルの領域（vilayat－i　uygar）」12）あるいは「ウイグルの国（bilad－i　uygUr）」といった

表現が兇られ〔Tf：1，15，　31］，「タタルの居住地・故郷・揺盤の地」たる「はかり知れない

広野」（つまりモンゴル高原）の西隣に位置する〔dα：1，15］というから，旧西ウイグル国

領（天由地方東部・タリム盆地東北部）を指している。

　以上から判断すると「ウイグルのパフシ」は，IB西ウイグル国領出身の仏教の師というこ

とになる。13世紀末から14癒紀初頭のジョチ・ウルスにおいても，偶像崇拝者たる「ウイ

グル」や「ウイグルのパフシ」の存在が確認できる［杉山・北川：335－336，　338］。ところ

が，上記引用部の状況があてはまる時期（1270年代〉にペルシア詩人PUr－i　Baha’舞m1が

詠んだ頒詩の中に次の有名な句がある［Minorsky：263，267－268］。

　　シャーマン（qam）たちを思わせる汝の巻毛はパフシの筆のように／汝の顔の上でウイグル文字

　　（麺att－i　uyguri）を練習した［＝巻毛が上下に美しく揺れた］13）〔do．：264，　275；TS：316］

頒詩自体もモンゴルの術語・単語を盛り込んだ特異【生ゆえに有名であり，上の句はパフシに

関連して再三言及されてきた［tA：BAH＄1，233；Esin：95；Sertkaya　1977：19］。ここでパフ

シは「ウイグル文字を練習」する蕎，つまりウイグル文字文書記・書家と認識される14＞。

　この願詩に先んじてTf（1260年完成）の著者は「ウイグルの論語と文字（zaban－

u一一batt）がこの上ない学識・技芸（fa21－u－hunar）と見なされている」と述べ，別の箇所で

は「モンゴル語の技能（hunar－i　zab顔一i　mu禽U11）はウイグル文字と合わさり，今臼これが

学識・能力そのもの（ゼud－i　fa乞1一比kifayat）である」と断覆している［Tf：1，4，　II，260］。

実際モンゴル帝国西方領土においてウイグル文字表記モンゴル語が広く用いられ，ジョチ・

ウルスやチャガタイ・ハン国での使用例もある［Grigor’ev！978：8－9］。特にジョチ・ウル

スでは！380年（トクタミシュの即位）までウイグル文字表記モンゴル語が公用文章語で

あったとされ［do．1981：89］，確認できる書記の名には「パフシ」の語が伴われている

［do．2004：52，70，！！4］。イルハン朝では，13世紀後半から14世紀初頭のフランス王やロー

マ教皇に宛てた親書のほか，国内向け文書もウイグル文字表記モンゴル語で記されており

〔佐口：197－211，442；Cleaves］，アナトリアですら1272年のワクフ文書の一部にウイグル

文字表記モンゴル語が見られる［Sertkaya　1974二182］。ジョチ・ウルスの場合と同じくイ

ルハン朝においても，パフシがウイ’グル文字文書の作成に従事したと考えられる。

12）　“vilayat”は「地方・州（大都市を中心とする行政管区）」という語義でよく胴いられるが，本

　来抽象名詞で「統治・支配」を意味する。ここでは支配・統治する領域を指すと考えられる。

13）　この旬（qaman－i　turraha－yi　tu　6自漁kilk－l　bab§iyan／kardand　ma§q　bar　ruh－i　tU　ba事t－i　ttygurf）

　の韻律はMu2arV体（一一一　w／一一一一t／一一一一／一一一）である。ただし，最後の単語の綴りは

　’YGVRY（の搬1）であり，本来ならuygurlではなくuygurl（一一一）と読むべきである。

14）　シャーマンの喩えもパフシと関連しており，パフシとシャーマニズムの密接な関係はtタント

　ラ派のウイグル仏僧もパフシと呼ばれたことに由来するようである。壁画においてタントラ一画

　僧も「パフシ」と呼ばれていること，ウイグルのタントラ派パフシの儀礼がテユルク系シャーマ

　ニズムと密接な関係にあることなどが，既に指摘されている［Esin：89－93，96－IOO］。
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　2　モンゴル語命令文書記としての“パフシ、

　ウイグル文字文書記というパフシの役翻は，ジャライル朝下で著された1）K（！366年完

成）によって薙証される。この公文書例集には「パフシたちに噂するモンゴル語命令文書作

成（kltabat－i　abkam－i　mugall）の委任について」と題する一節があり，任命書3例が収め

られ，被任命者全期の名に「パフシ」の語が伴われているのである£DK：39－46］15＞。

　上記の業務に従事する者は「モンゴル語命令文書記（k2tib／bitik6ii6））」あるいはfモン

ゴル文書記（katib－i　mu皇utll－nivis）」と呼ばれており［dO．：42，44］，その必要性については

ザ平安の都バグダードとその他アラブ＝イラーク諸都市にはアラビア語，アジャム人［meイラ

ン系］諸集団とジバール諸都市とファールス諸地域にはペルシア語で命令が出されたが，モ

ンゴルとテユルクの諸三三（tava’if－i　mugulan－u－at瞭k）にも，彼らの理解が容易となるよ

う，彼らの言葉と文字で命令を送ることが必要となった」と説明される［do．：40］。命令を

受ける「モンゴルとテユルクの諸集団」は「万入隊・千人隊・百入隊のアミールたちと，兵

士や遊牧民から成るモンゴル・テユルク二心（jalnゑ‘at－i　mu窪U｝an－u－atrRk）」と表現される

［do．：45］。標題に9モン：ゴル語命令文」とあるから「彼らの二葉と文字」のうち「需葉」

はモンゴル語であり，「文字」は，後述するようにティムール朝後半期ですらウイグル文字

を「モンゴル文字」と呼んだから，問違いなくウイグル文字である。

　被任命者の職務内容はf下書きにアミールたちとワズィールたちのしるし（parv蝕alat）

を得た後慎重に注意深く清書に着手し，／日高を重ね，ウルカ・万人隊・千人隊・百人隊の

アミール職17）やその他すべての裁定に関する勅命（abl｛am－i　yayligha一）の内容を，要を得た

簡潔な表現で紙面に記録する」ことである［do．：41］。要するに，「アミールたちとワ

ズィールたち」の承認の下にt遊牧テユルク・モンゴル三三集団に対する様々な詔勅の文書

化、それも下書と清書の両方を挺遇する，行政書記の職務であったと欝える。

　任命書3例の串で「パフシ」と岡三に近い類義語として，先述（注16）の‘‘bitik61”に加え

て“mugallmivls”（モンゴル文書記）も用いられている［do、：40－41］。それでいて3人の被

任命者の名は，Uthk，　Ta頭y，　Qutluq　Bgqaといずれもテユルク系である£do．：　40，42－43，

45］。ムスリム・非ムスリムの携は不明であるが，イルハン朝期のウイグル文字表記モンゴ

ル語テキストにアラビア語・ペルシア語の圏有名詞や術語が散点され［Cleaves］，パフシた

ちはイラン・イスラーム文化になじみを深めつつあったと考えられる。

　元来仏教の師を意味する「パフシ」がウイグル文字文書記を指すようになったのはTモン

15）　これらの任命書例の存在は，ル1：BA班＄1，　235で指摘されている。

16）　イルハン朝期のbitikei／bitlk6i（モンゴル語でbi61ge61）の職務としては，分級支の記録，勅

　令・支払命令書の作成，租税台帳の作成などが挙げられる［本田：246，269，278，303］。なお，モ

　ンゴルのイラン統治初期にウイグル人b顯k6iが活躍してイラン総督となるが，大（ulug）bitikご1

　職はワズィール職と岡一視され，タジク系のホーラズム繊身者たちがこの職についた胴：
　106－l12，　121－122］．

17）　ウルカ・アミールとトマソ（万人隊〉・アミールについては本田：第2章第6節を参照されたい。
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ゴル時代当初ウイグル文字の読書きに通じたウイグル仏僧が，文掌教育や書記業務に従事し

たことによると考えられる18）。したがって，この語義・役鰯の変化・多様化が，早くにあ

てはまったのは「ウイグルのパフシ」に隈られると考えるべきであろう。

　先述のように仏教教育を受けた少年ガザンは短期間で「パフシたる方法（§lva－yi　bab§i－

garf）に極めて熟練した」とされるが［1T：1254］，ここに雷う“babglgarl”（パフシたるこ

と／パフシのつとめ）は，ウイグル文字の読書きを含んだとしてもr基本は仏画としての学

識を備えることである。しかし，ティムール朝露のモンゴル時代史叙述において，オゴデイ

が「オイラト部に属するAmlr　Ar皇Unを，彼がパフシたることを学び書記（bitik61＞たち

の列に加わった後［イラン総翻Kurguzの事情調査のためホラーサーンに派遣した」と

いう記事が見られ〔■V：64a；c£本田：！！2，1！6］，「パフシたること」が「（行政）霧・記」

たることを意味している。ただし，この場合パフシとなったのはウイグルではない。

　チンギス・ハンは自分の子供たちや「モンゴルの幼子たち（kUdakan－i　mug痕1an）にウイ

グル人たちからウイグル文掌を学ばせた」と伝えられる鞍！：1，17；ドーソン：1，78］。そ

れから随分時代は下るが，先述Dκにおいて，ヤルグのアミール（モンゴル法廷長窟）の

被任命者Baya且一Tlm誰Ba繭は，その名に「パフシ」の語を伴うが，　fモンゴルのアミー

ル」とされる［DK：33］。扱う転語がモンゴル語である以上，モンゴル系パフシの存在は

驚くに値しないが，モンゴル系どころか，パフシの巾には，モンゴルの侵攻以前から先祖

代々（おそらくイラン系の〉ムスリム定住民ではなかったかと思われる者もいる1‘j）。ウイ

グル文字表記モンゴル文の読書きに熟練し，行政書記としての技能を身につけていれば，出

自・系統はあまり問題にされなかったのであろう。

　このような状況下テユルク文語も命脈を保っており，1310年ホーラズムでRabgazlが

α郷αZ一α励め・グを完成しt！326年にはアナトリアのワクフ文書の～部にウイグル文字表記

テユルク語テキストが記された［Sertkaya　1974：181－82］。またジョチ・ウルスでは，ウイ

グル文字表記テユルク語がロシア語とモンゴル語の「仲介虚語の役割（POfi6　fi3blKa一一uocpe．

llHvaKa）」を果たしていたが［Grigor「ev　l981：89］，ティムールの同時代人トクタミシュの

即位（1380年）以降ウイグル文字表記テユルク語が公文書に用いられ始め，主となるウイ

グル文字文の下にアラビア文字文が併記された文書（1397年）も作成された［Radlov］。

18）　モンゴルは轟初からウイグルの優れた人材を登用した［井原・梅村：393－394〕。なお，パフシ

　が書記を指すこととかザン・ハンによる廃仏（1295年）を関・連付ける見方もあるが．パフシは廃

　仏前からウイグル文字文書記をも指し（既述），照照後も仏僧の語義は失われていない（後述）。

19）1324年イルハン一下のマルディンで7yの写本末尾にウイグル文字表記テユルク語韻文3行と

　ウイグル文字表記モンゴル語韻文2行（さらにアラブ詩！baytとペルシア詩2bayt）を書き残し

　た入物の名Mubammad　b．℃mar　b．　Hasan　b．　Mal）碧a自d　b．‘Abδal一Laziz　al－Samarqandiは先祖代々の

　ムスリム定妊民を思わせるが，岡II寺にMuhal瓢｝ad　B細き1の名でも知られていた／de　RachewiEtz：

　282－83；Gandjel’1970：53］。この人物は多雷語使胴詩入ではなく「単なるパフシ」であったらし

　い£Gandjen970：56］。なおt先述ホーラズム馬身の大bitik161（注16＞にもウイグル文字とモ

　ンゴル語に精通した考がいたという　£本照：1221。
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璽　ティムール朝における、ウイグルのパフシ“

　1　ティムールに関する記録と“ウイグルのパフシ、

　ティムール下期に入ると「ウイグルのパフシ」が代表的史書御に登場する。王朝の祖ア

ミール・ティムール（在位！370－1405）に関する記録について言及する箇所である。

　　サーヒブ・キラーン陛下［＝ティムール3には，遠征時でも滞留聴でも常時サイイド・ウラマー・

　　法学者から成るターバンの主だちや，ウイグルのパフシたちとペルシアの書記たち（dabiraR－i

　　Furs）から成る学識者たち（ahl－i　fa21－u－danig）が付き従っており，その一部の音たちが，裁定を

　　伝える〔陛下の］命令に従い，常に，かの陛下が言動に発したものや，王権・宗教・国家の柱石

　　の状況に生じたものすべてを確かめ，この上なく努力して書き記していた。［ZAf：90b］

　ここでは「ウイグルのパフシ」は「ペルシアの書記」つまりイラン系官僚・文人と瞬じく

「学識者」と見なされ，ティムールの言動や当時の政治状況の記録に従事していた。同史料

にrトルキスタンのパフシたちと盛運伴うムンシーたちがテユルク語で雑然と無秩序に書き

連ねていた，かの陛下£＝ティムール］の行為や状況」こdo。：7b］ともあるから，「テユル

ク語」を用いる「トルキスタンのパフシ」が，「ウイグルのパフシ」と岡じ役割を果たして

おり，両者の区別は曖昧である。ここで欝う「トルキスタン」はティムール朝本領のマーワ

ランナフルをも含み20），おそらく，ジョチ・ウルスや禰チャガタイ・ハン国の領域を漠然

と広く面している。なお，「ムンシー」とは公・私文書の起輩を担う者であり，ここでは

「テユルク語」で著述しているから，「パフシ」と厳密には区別されていない。

　さらにティムール史編纂に関し，「全領土」から集められた「テユルク語・ペルシア語の

韻文・散文の［ティムールに関する］上述諸書」について，「テユルク語に通じたパフシた

ち（bab§iyan－i　turkl－dan）とペルシア語に通じた者たち（suban－d蝕四一i　farsl－zaban）が

書冊の1つ1つを読み，各々の出来事について，それが生じた時に居合わせた者たちが，そ

の目で見た通りに上奏した」という［do．：90b－9！a］。おそらくFテユルク語に通じたパフ

シ」はfウイグルのパフシ」や「トルキスタンのパフシ」と厳密には区別されないであろう。

また岡書中，人類の創造に関して「ヒタイとチーンのハンたち，テユルクのパフシたち，

ファールスの学者たち（‘ulamざ），インドの賢者たち（zirakan＞」が列挙され，先に見た

「パフシ」の学識者という性格を確認できる箇所がある［do．；9b］。「テユルクのパフシ」は

テユルク語の読書きとテユルク語文献に通じた学識者でもあったと考えられる。

　以上のようにfウイグルのパフシ」の類義表現は，「トルキスタンのパフシ⊥「テユルク

20）本来「トルキスタン」はシル河より龍を指すが，古くはフェルドウスィーのSah－na？naに見ら

　れるように，アム河以銘を指す「トゥランTaranjと区携なく使われる場合もある。この点につ

　いては，1コ顕発表「中央アジアから見た歴史的イラン世界一lran－zaminとTaran－zamiR

　一」（200！年n月23El東京外鷹語大学アジア・アフリカ書語文化研究所〉で述べたことがあ

　る。なお，「トルキスタン」が都市を指す場含はYass1（現トルキスタン市）のことである。
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語に通じたパフシ⊥「テユルクのパフシ」であり，テユルク語で著述するムンシzあるい

はテユルク語・テユルク語文献に通じた学識者とも欝える。Mac‘i22のティムール朝王族の

臣下のリストにおいてfテユルクの書記たち（nivisandagan－i　turk）」とされる者35名のう

ち過半一数の18名は，その名にパフシの語を伴い，アブーサイード（在位1451－69）の子

Ahmadの項では「テユルクの書記たち」の代りに「パフシたち（ba樋ya且）」という見出し

が付されており［MZt　‘i2z：154a］，両者に厳密な区別はない。またアブーサイードの「テユ

ルクの書記」の1人はMawlana　Ahmad　BabSIという名で“mawlana”というウラマーの称

号を持ち［do．：！52b］，シャールフ（在位1409－1447）の子Baysungurの孫Ibrahimに

Maw12na　Bahgiという名のサドル（宗務長官）がいる［do．：145a］。テユルクの学識者たる

パフシが，イスラーム諸学をも修める場合が増えてきたためと考えられる。

　2　ティムール朝におけるウイグル文字使用の広がり

　ティムールの周辺にモンゴル語話者の存在が確認され［Togan　1962：70］，また15世紀

後半から16世紀初頭のマーワランナフルかホラーサーンで作成されたと思しき『五族譜』

写本にすらウイグル文字表記モンゴル語が見られる［do．：68－69］。しかし，ティムールの

下ではテユルク語がペルシア語と並んで公用文章語の地位を確立し，ウイグル文字で記され

ていた。Ibn‘Arab－S2hは「チャガタイ人たち（al－jagatay）」がヂモンゴル書体（qalam

al一・mugUll）として有名な，ウイグルと呼ばれる書体」を用いていると伝え，「彼らの問でこ

の文字（batt）の熟練者（mahir）がいなくなることはない。なぜなら［この文字が］糧食

の鍵（miftah　al－rizq）だからである」とその重要性を説明するし4M：477，479；AM／E：

32！－322］2i）。確認できる実例では139！年4月29　Y3作の石刻文にウイグル文字表記テユル

ク語が見られ〔Poppe　1940；Sertkaya　l977：7－8］，マムルーク朝スルタンへの書簡もウイ

グル文字表記テユルク語であったようである［Sertkaya　1977：8］。

　ティムールの子シャールフの治世（1409－！447＞に関しても，シャールフの「命令や指令

（a駄am　va　am§ila＞」がテユルク語とペルシア語の両方で発せられていたことが確認でき

［1瞼蜘‘：834；R1：II，213〕，ウイグル文字表記テユルク語のシャールフの勅令（！422年）

が現存する［Deny；／1・野2006］。残念ながら，これ以外のティムール馬添ウイグル文字表

記テユルク語文書としては，アブーサイードの外交書簡（1468年）［ノ1・野2002］と，アブー

サイードの息子にしてフェルガーナの統治者ウマル・シャイフ22）の命令書（1469年）

［Melioranskii］が残っているに過ぎない。しかし，シャールフ時代にはヤズド，ヘラート，

2！）　この記事の存在はSubtelny　2007：40，　fi．1｝4で指摘されている。なお，クラヴdホもティムー

　ルのもとに数人のモンゴル文字文書記がいたと伝えるが，モンゴル文字がアム河以北の「サマル

　カン｝ご園」つまりチャガタイ族の根拠地のみで用いられると誤解している£αα吻0：99］。

22）　このウマル・シャイフは，BNの著者にしてムガル朝の始祖バーーブルの父であり，第1章第1

　節で言及したテdムールの子ウマル・シャイフとは別人である。



50 久　保　一　之

サマルカンドにおいてムスリム文献のウイグル文字表記テユルク語写本が作成され，書写人

4名全員がムスリム名を持ち，うち2入（Ma聡Ur　Ba壌1とAbO－Mまlik　Ba麺61）の名にfパフ

シ」の語が伴われている£Sertkaya　1974：180－81］23＞。美しいウイグル文字の記されたこれ

らの写本は，パフシと呼ばれた者たちがムスリムとなってもウイグル文字の使用を続け，行

政書記としてだけではなく能書家としても活躍したことの証となっている。また，ティムー

ル朝末期（！488年）作成のウイグル文掌表記テユルク語写本も存在し〔Gandjen964〕，

ティムール朝全期にわたってウイグル文字が使われ続けたと考えられる£c£菅原2007：

1－2］。嶺時，ウイグル文字使用の広がり自体はティムール朝の支配領域をはるかに越えてお

り，モンゴル蒔代とさほど変らなかった可能性がある。

　例えば「大明皇帝（Day－Mlng　Padsah）」からシャールフに宛てられた，親書，贈物の

目録通行証という3種のザ文書（maktCib）」は，いずれもアラビア文字・ペルシア語，

「ウイグル人たちの文字であるモンゴル文字」・テユルク語，漢字・漢語という3種の文字・

言語で，瞬じ内容のものが3通用意されていたという［ZT：46！，699；小野2010：280］。

またシャールフはSayb　Muhammad　BabSiなる入物，ウルグベグはM面ammad　Bab§i／

BahSi　Malikなる人物を明に派遣した［ZT：4！4，819，841；小野2010：278，299，3！2］。こ

れは中国においてウイグル文字表記テユルク語が十分に解されていた証であり，この状況

には，モンゴル時代以前から確認される「ウイグル讐ネットワーク」［森安1997］が深い

関わりを持つ可能性がある。西方においても15世紀後半のイスタンブルで多くのテユル

ク語文献がウイグル文字で書写され（注23），さらに！439年はるかイタリアのフィレン

ツェで記されたウイグル文字表記テユルク文が現存する［Sertkaya　l974：180；Poppe

1965］o

　3　ティムール朝における“パフシ、の職務

　ティムール朝期能書家としても活躍したパフシは，行政書記として，詔勅だけでなく様々

なウイグル文字表記公文書の作成に従事したと考えられる。！5世紀初めの「チャガタイ人

たち」は「彼らの印書き（tavaqi‘）・規定（狙araslm）・布告（mana§ir）・書簡（makatlb）・

1隈簿（dafatir）・封印（mabatim）・史書・詩・物語・伝承・証書（sijillat）・経典（asf2r）」

ほか「ディーワーンの業務やチンギス・ハンの慣習（tUrat）に属する全てのこと」にウイ

グル文字を用いていたという［．4M：479；、4M／E：321］。ティムール朝史書における稀な事

例では，1461／62年ジャライル部に「手当（‘uiafa）とソユルガルを定める」ことになった

23）　ほかに作畿年・地不明のウイグル文字読記テユルク語写本の書写人に　‘Ati　Sah　Bah§1なる人物が

　おり〔Sertkaya　1974ほ8！］，またSay摯z2da‘Abd　aレrazzaq　Babglなる人物は，15世紀後半のイ

　スタンブルで多くのテユルク語文献をウイグル文字で書写した［do．：三90－！92；小野2000：

　156－158］。なお，後睾は幾つか詩の中で麹らをrトルキスタン四身の（turkistaRi＞パフシ」と呼

　び，またサマルカンドへの郷愁をつづる詩を詠んだ［A．G．　Sertkaya　2004：117－118，121］。
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時，「パフシたちがジャライルの人々のsanと恥ilyaを取り上げ（girifta），数日それについ

て話し合った」〔Mae／a　‘：905］とされ，「パフシたちとbitik6亙たちが彼らのsanと垣lyaを

書いた」〔Rf：II，　259］とする史料もある。

　“san”は本来テユルク語の単語sanで「数えること」を意味し，「観閲」の意でよく胴い

られる。サファヴィー朝末期の行政手引書TMにおいて，矢筒士・奴隷軍入・銃士・砲兵・

その他（鷹匠・畑鼠など）の各集団二三のワズィールの職務に，「観閲の1ヨ」に各集団の

”nu的ajat－i　san”（観閲文書）を読み上げることが含まれる〔TM：72－76／f，59b－60a，61b，

63a，65a，66b－67a］。読み上げるものは，正確には“Ru晦alat－i　san　va　qadr－i　tiyUl－u－mava－

jib－u－hamasala－u－nafari”とされ，おそらく“nusbajat－i　san”はnusbaj2t－i“qadr－i　tiyQI一一

u－mav2jib－u－hamasala－u－nafarl”（封土・俸給・年給・個人給の額を記録した文書〉とほぼ

同義であり，“san”はその省略形であろう。一方“bilya”は，　F．　Steingass編．4　ComPrehen．

sive　PersiannvEnglish　1）ictionaryによれば“1｝ilya－nama”（登録簿）の省略形と考えられる。

　この例から類推すると，パフシはモンゴル時代末期の状況で確認したように，遊牧テユル

ク・モンゴル系軍事諸集団（ヂヤサの民」こ久保！997b：152－153，159］）に関わる様々な公文

書の作成を摂当し，その職務は俸給・資産など財務の領域をも含んでいた。近接する時代・

地域におけるパフシの職務の事例は，ティムール朝滅亡：後のバーブル政権に見られる。鴛主

が「褒賞（jildU／jildU）の約束」をするとき，褒賞とその受取人を「帳簿に登録する（dar

dafatir　sabt　farmayand）」よう命ぜられ［T盆：223；TR／1：399］，都市征服の際に財務窟

やアミールたちとともに「財宝庫の管理」に任じられた［BAJ：331－332］。また遠征中の渡

河に際して，財務密やアミールたちとともに「全兵士の名前を1人ずつ書き記して全体の数

を確かめること」が命ぜられ［do．：407］，軍事行動を起こす際には，トヴァチやヤサウル

を派遣して「軍や兵の配列・整列」についての命令を伝えた［do、：516］。

　他方でバーブルは，モグールが「外科医（jarrah）」をパフシと呼ぶとも証言してい

る［dO．：49；B2V／」：注402］。　Mzc　‘izxにおいて「テユルクの書記」とされる春の多くが

ムスリム名の持ち主であったが、シャールフ時代でもパフシから高僧（仏教の修行僧）の

語義は失われておらず［ZT：832，835；小野20101306，308，334－335（注25）］，その後の

モンゴルにおいてba9§i／6arxxは相変わらず読書きの師たる仏僧を意味した［ウラヂミル

ッォフ：423－424，注3］。18世紀半ばのチャガタイ語＝ペルシア語辞典によればパフシは

「書記〈nivlsaRda）・書記官（dablr）・朗嘱家（ゼananda）・外科医」であり［Sαlz．：119b］，

中央アジアのテユルク諸語に見られるパフシの語義には，師・仏教の識者・書記以外に，

シャーマン，香具師，占い師，魔術師，医師，歌手，楽士など実に様々なものがある［Mair：

122］o

　したがって，行政書記（および能書家〉としてのパフシは，広く「パフシ」と呼ばれた

人々の内の限られた集団に過ぎなかったと考えるべきであろう。MZt　‘iz2において，名に

fパフシ」の語を伴う者に帰属集団名が付記されている例は葬常に少ないが，スルターン・
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フサイン三下の「テユルクの書記」9人の内3人の名に“Babgl（一yi）Uygar”2‘1＞という語句

が伴われているこM％‘忽：159a325）。決して目立つ比率ではないが，ウイグル以外の帰属集

団名を伴う例は，シャールフの子lb蛾him　Su1質鷺磨下のOzbig／◎zbeg　Bab§1のみであり，

しかもこの人物は「テユルクの書記」ではなく「主馬官（alpta61）」である［do．：142b］。

　もっとも，能書家としてのパフシに限れば，モンゴル時代でも確認されたように（注19），

そもそもテユルク系と見なし難い者が活躍している。1444年サマルカンド作成のウイグル

文字表記テユルク語写本の書写人の名はZay盒a1一‘abidin　b．　Su1懐n　Ba蹟a1－Jurlan玉al－Husayni

であり，ムスリム定住民の出身地・居住地を示すニスバJurja虚を伴うばかりか，サイイド

としての家系名Husaynlをも伴っている［．4H：23，　LXII（facsimile）］26）。さらに，シリア

生れのアラブ人Ibn‘Arab－92hが少年時代にサマルカンドでウイグル文字を学び，その読書

きに熱照していたことも，ここで付回しておく必要があろう　し4M：23］。

　4　アリーシールの著作に見られる“ウイグルのパフシ。

　アリーシールの著作を主な対象とするチャガタイ語＝オスマン語辞典は「パフシ」の語義

を「トルキスタンのハンたちの，ペルシア語を全く解さない書記」とする［Lugdt：575］。

この語義は，おそらく，モンゴル時代初期の状況に依っている。アリーシール自身は，自ら

の家系とウイグルやパフシとの関わりについて何も記していないが，その著作の申で「ウイ

グルのパフシ」に言及している。彼は即位後のスルターン・フサインの下で「職位（man一

＄ab）」を得て「職務（‘amal）」に従事する者の（母）二三として，サイイド・学職者・カー

ディー・ウラマーに続き，以下の諸二二を列挙する。（ただし，アリーシールは自らの仕官

事情を別に記しており，彼自身がいずれかの二二に属した可能性は小さい。）

　　ティムール家に生まれた王子（taymrkrl－ni2ad　gahzada）たちやバルラスに属する貴人（barlasi－ni－

　　had　azada＞たち，アルラトの名を持つ上鷹の者（arlati－isinlik§adrnigln）たちやタルハンの慣習

　　を持つ華々しい者（tarbanl－rasmlik‘ayshguziR）たち，キヤトの血統に属する傑出した者

　　（qiyat－nasabliq　muta‘ayyin）たちやコンダラトの系統に属する有力な者（qo寧rat－basabliq　muta－

　　makkin）たち，ウイグルの特性を三つ（aygnri一＄ifat）パフシたちやウイグル三川ヨに属する良き者

　　（uygur－jirga至iR　yab§1）たち，不毛の荒野で献身的行為を為した欝護兵（jandar）たち27）や古えの

24＞ToganとEsinは漁密ξに登場する「ウイグルのパフシ」2入（Mahmad；班ajli　Muhammad）

　を著名瞬家（MahmUd　Mudahhib；耳ajjl　Mu込ammad）と岡一視しているが〔TogaR　1963：！5；

　Esin二81－83］，同名という以外に根拠が晃当たらず．この見解を支持することはできない。

25＞　このほかMu　‘i2zではDawlat－gah　Bab§1とされ1ている〔Adlu　‘igz：97a］ティムール鷹下の有力ア

　ミールの名を，茨VにおいてDawlat一§ah　Bab§f　Uy郎rと記した箇所がある［即：135a］。

26＞ANの存在については井谷鋼造氏のご教示を得た。ここに記し深甚なる謝意を表する。

27＞Subtelny氏は“jand2r”を部族名と考え「遊牧の荒野で暮らす（spend　thelr　lives）jandarたち」

　と訳しているが［Subtelny　l991：261，　R．　38］，　Dawl盆輩v萄a　Uzbig　JandarやAmlr　Mu991　Jandar

　という入名が見られるから〔MZt　‘i2z：157a，158a］，部族名とは考え難い。そもそも「暮らす」の

　ではなく「献身的行為を為したくj蝕siparl畷qllgaa）」のであtl　，後続の語句と対句を成し，スルノ
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　　引々に奉仕した献身者（jansipar＞たち，ジャライルの群集（jaiayr　gawgaSl）やカウチンの人集

　　り　（qaw6in‘ala壊s三）［Vaq．：l13b；Mule．：XIV，245；κ泓：II，373b；Su至tan：21－23，166］

　上の引用部では，2つのフレーズが対旬的につながった形式でバルラス，アルラト，タル

ハン，キヤト，コンダラトなど著名諸部族や軍事行動で貢献した諸集団が列挙されており，

その申にfウイグルの特性を持つパフシたちやウイグル集団に属する良き者たち」が登場す

る。「ウイグルの特性を持つjという表現は，「名」や「血統」でつながる部族を前提とした

表現とは異なり，「パフシ」が「ウイグル」とは限らない，という印象を与える28）。その一

方で「ウイグルの特性を持つパフシたち」とヂウイグル集団に属する良き者たち」は対句的

につながっており，“babgilar”と“yab謡ar”（良き者たち）は響きが隅じであり，しかも他

の部分とは違って，同じウイグルに関するフレーズであるから，両者は厳密には区別されな

い可能姓が大きい29）。パフシがみなウイグルとは限らなくともtスルターン・フサインの

臣下の巾で「ウイグルのパフシ」が確かな存在感を持っていたことは明らかであろう。

　他方「ウイグル」は，岡時代中央アジアの遊牧テユルク・モンゴル系軍事集団の1つでも

ありtウズベクのアブルハイル・ハンやシャイバーニー・ハンを戴く部族的諸集団の中にそ

の名が見える［Sultanov　l　8，16；Say．：5－6］。また，後のヒヴァ・ハン圏王家の祖を支えた

という伝承も確認できる［ST：184－185］。ところが，ティムール滴下のテユルク・モンゴ

ル系軍事諸集団の中にウイグル部の存在が確認できず，AndO　l992ですら，問題のアリー

シールとその弟以外の名を挙げていない。スルターン・フサイン時代にSahquh　Uy皇urなる

人物が「氏族（qabila）のアミール家の子弟（mirza）」とされているから［MV：178］，世

襲のアミールは存在したはずであるが，重要な位置付けのアミールは見巌たらず，サマルカ

ンド政権のSultan曲mad鷹下のアミールで「宮廷長（e6ik　aga）」の‘Abd　al－karim　A§rlt

が「ウイグルであった」£B2V：34］のが非常に珍しい例である。！370年ティムールが政権

を樹立した際に「ディーワーンのアミール」の職位を得たDawlat一肱h　Ba繭Uy郎rなる人

物（注25）の場合も，その名から見て，軍事集団としてのウイグル部の指導者というより，

元来「ウイグルのパフシ」であったと考えられる［玖V：135a，141b］。そうすると，ティ

ムール朝においてウイグルは，もっぱらパフシとして存在感を示したことになる。

　時代は下るが，モグールのSultan　Sa‘id　Han鷹島のHVaja　Saql‘A11なる人物についてTR

はヂ家系はホラーサーンのウイグルに属した（asl　az　ay鶴ran－i　Hurasan　bttd）」と伝える

［TR：252；TR／1：445］。この人物は15！4年カシュガルで勇敢に戦って戦死するが，本来

×4

　　ターン・フサインの政治的放浪期に翼冷した薯たちを指す，と考えるべきである。

28）　この点はSubte茎ny氏も指摘している［SLibtelny！99！：261（n．36）］。

29）　‘‘yab§1互ar”は，おそらくペルシア語のbUbaRと岡三で，広く外見や性質の「良き者たち」を指

　　している。しかし，アリーシールの著作の中には“ya壌11ar”が事実上，書記（この場合はイラン

　系）を指す箇瞬がある£n4ule．：VII，228；Luget：318；San．：326b］。なおt　SubteEny氏はこの対

　句的な2つのフレーズが各々別の集醤を指すと考えている［Subtelny　1991：261，　n，37］。
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軍人ではなく「ディーワーン監督筥（mu§rif－i　d1va且一i届i）」であったという［ibid．］。先に

確認したように，行政書記としてのパフシは財務にも関与したから，「ホラ～サーンのウイ

グル」が，ティムール朝末期のホラーサーンで確認、された「ウイグルのパフシ」と直接的な

関係を持つ罵能性は大きい。ヂホラーサーンのウイグル」が，行政・財務に開わる知識・技

能を持つ「ウイグルのパフシ」あるいはその子孫と考える根拠は十分にある。

　さらに大きく時代が下るがTこのような状況と関連して，17世紀半ばヒヴァ・ハン国君

主にしてテユルク知識人のアブルガーズィーが，モンゴル帝國におけるウイグルの活躍を，

以下のように認識していたことは注目に値する。

　　ウイグルの民（balq）にはテユルク語を読む者が多く，韓記（daftarぬ癌q）や財務会話（磁van嫉

　　sablari）を良く知っていた。チンギス・ハンの子孫（nablralar＞の時…代にマーワランナフル・ホ

　　ラーサーン・イラークにおいて財務密（divan）や会計窟（daftardar）はみなウイグルであった。

　　ヒタイ諸闘（yurtlar）においてもチンギス・ハンの子孫（091aRlar）はウイグルの艮から財務窟と

　　会計宮を選んでいた。匿7’：41…3。）

上の記事では「テユルク語を読む」ことが重視されているが，既に見たように，ウイグル文

字の読書きが重要であったのであり，テユルク語はモンゴル陣代の公用文章語ではなかった。

また，マーワランナフル・ホラーサーン・イラークにおける財務宮や会欝官が「みなウイグ

ルであった」はずはなく，タジク系（イラン系）ムスリム定住民も登用された（注16）。こ

のように史実にそぐわない点もあるが，上の引用部は，「ウイグルの民」が文字・行政・財

務に長け，これらの領域で格別の活躍をした，という妾時の常識的な歴史認識を示している

のであろう。そして，この歴史認識を定着させたのが，ほかならぬ「ウイグルのパフシ」や

「ホラーサーンのウイグル」の存在であったのではないであろうか。

］V　アリーシールと’xウイグル。およびモンゴル時代以降のテユルク文語文化

　1　アリーシールの著作における“ウイグル。と“テユルク。の類義化

　ティムール朝スルターン・フサイン鷹下の「ウイグルのパフシ」やく後の）「ホラーサー

ンのウイグルjとアリーシールの家系を直接つなぐ情報は，本稿冒頭で取り上げたTll？の

記事以外にはない。しかし，前章最終節で晃たように，「ウイグルのパフシ」たちはアリー

シールの著作の中で，十分な存在感を持つ集繊として扱われている。このほかにもアリー

シールの著作に「ウイグル」が散見され，蒔として特別なニュアンスを帯びている。

　モンゴル時代の文献には「ウイグルのテユルク人たち（atrak－i　uygttr）」という表現が見

られ［Tl『：1，32］，ウイグルは飽くまでテユルクの！集団と兇なされているが，アリーシー

ルの著作においては「ウイグル」と「テユルク」の類義歯が兇られる。

30）　この記事の存在はElias＆Ross：311（n．1）で指摘されている。
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　　ウイグルの表琉（uygur　’ibaratl＞に長けた能弁家たちやテユルク0）語藁（tCirk　alfazi）に通じた雄

　　弁家たちの中に，マウラーナー・サッカーキーSakkaklとマウラーーナー・ルトフィーLutfi〈アッ

　　ラーが彼ら二人目慈悲を難れ給わんことを1〉がおり，一方はトルキスタンにおいて鐵美な詩句

　　（abyat）で際限なく有名であり，もう一方はイラークとホラーサーンにおいて優美な野情詩（9az－

　　aliy2t）でこの斜なく有名である。［（冶：8；Mecle．：1，14；／〈Ztl．：1，　3b］

ここでアリーシールは言語に関して「テユルク」とヂウイグル」を区別していない31）。

サッカーキーは「マーワランナフルにおける雷葉の王（malik　al－kalam）」，ルトフィーも

「ホラーサーンの王國でテユルク語とペルシア語における雷葉の王」とされ，両者ともア

リーシールの1｝那寺代人にして彼に先行する高名な「テユルク詩人（turkl－9Uy　Su‘ara’）」であ

る［MV：215，252；Mule．：XIII，！78t　206；Hofman：IV，63－74，　V，153－157］。彼らの著作は

主にアラビア文字表記で伝わっているが，ごく一部が1480年イスタンブルでウイグル文字

表記とアラビア文字表記の併記で書写された（注23）［Sertkaya　1973：165－84，　pls．

X－XXV］。当時のイスタンブルでは，アリーシールがウイグル語とも見なすテユルク語を

ウイグル文字で表記することに，違和感を伴わなかったと考えられる。

　なお，現在学界で定着している「チャガタイ語」という表現に関しては，アリーシールの

著作に次のような一節がある。

　　アジャムの詩入たちやペルシアの雄弁家たちがあらゆる文体で器葉の花嫁に見栄えを披露させた

　　ように，私はテユルクの言語（t益rk　tili）で筆を走らせた。彼らがあらゆる規則で意味の乙女に飾

　　りや装飾を施したように，私はチャガタイの言葉（eagatay　iafZl）で文字を記した。それは，前述

　　の言語・言葉（til－u－lafz）が存在する眼り，如何なる詩入にも起こり得ず，如何なる文人にも不

　　可能なほどであった。［Mizdn：11；M融，：XIV，43；KuL：II，269b；Eckmann：4－5］

ここに書う「前述の欝血・欝葉」が「テユルクの虚語」であり「チャガタイの言葉」である。

この場合の「チャガタイ」はfモグール」や「ウズベク」と岡レヴェルの集団の名称，つま

りチャガタイ族（チャガタイ人たち〉であり，雷語とのつながりが特に強いわけではない。

同時代のチャガタイ語文献には，入や集団を表す場合の「テユルク」とヂチャガタイ」を類

義語として連語的に併記した例があり［βN：334］，また「チャガタイ」の代りに，「テユル

ク」を「モグール」に対置させた例もある［do．：！52］。チャガタイ族（チャガタイ人たち）

は狭義のテユルク族（テユルク入たち）と同義に近かったと雷える。

　アリーシールは文字に関しても「ウイグル」と「テユルク」を区別していない。ティムー

ル朝の王子に対する統治指南の書簡において，「上奏書（‘ar2a－daSt）はナスタアリーク書体

（nasb－i　ta‘11q　bat㌻1）を用い，絶対にテユルク語書体（tUrke2　batt）では書かない」よう呼び

かけている［Mun．：59；A4zcle．：XIV，190；Kul．：II，398a332）。この「テユルク語書体（文

31）Izzat　Sultanは上の記下等によりr！5世紀ウイグル語とテユルク語（古ウズベク語）は詞一言

　語の方言と見なされていた」と理解している［SultaR：2！］。

32）MUiZ．および．磁漉では「ナスタアリーク書体」ではなく「ナスフやタアリークの書体／
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字）」がウイグル文字を指すことは明らかである。

　その一方で高名な初期オスマン詩人Sayyid　NaslmI（d．！417／18＞をゼテユルク出入（tur－

kl－gay　6u‘ara’）」の！人として扱ってはいるが［Muk．：XV，115－16：κ3諾：猛385a；Sultan：

91］，fルームやテユルクメンの讐語（raml－u－turkmanl　til）で詩を詠んだ」［Mufe．二XVII，

478；NM：437；Sultan：13］とし，「ルーム」すなわちアナトリアのテユルク語（初期オス

マン語）や「テユルクメン」（つまりはアゼルバイジャン方面）のテユルク語33＞と，自身の

用いるテユルク語を区別している。オグズ系と雰オグズ系の区劉と言い換えられよう。

　219時の人々が「ルーム語」を区別した例はほかにもあり，例えばビナーイーは，即位以前

のスルターン・フサインの蔵書に「Mawla磁Ahmad　RUmlがルーム語（zaban一1臓mi）で

詩に詠んだjfskandar－na］na〔濱田1984：678］があったと伝える［Sのy．：21－23；久保

1997a：42，50］。実際文語としても正書法が異なり，アリーシールの作品をアナトリアで

読み易くするため，オスマン語正書法に改める場合もあった［Blrnbauin］。このほか使用地

域との関連では，クブラヴィーヤのシャイフMawlana　Husayn　Hvarazml［Hofman：III，

267－272］が教友・アラブ詩人Ka‘b　b．　ZyhayrのQ照臨σ一’yi　bztrda／Bdinat　Szt　‘didに「ホーラ

ズム方雷テユルク語（HVarazmi6a　turkl　tili）で解説を書いた」という［MIV：9；Muk．：

XIII，13；Kul．：II，303b］。おそらくホーラズムのテユルク語は，　bルームやテユルクメンの

言語」とは異なり，狭義のテユルク語に含まれると認識されていたのであろう。

　アリーシールの著作に見られる，言語・文字での「テユルク」と「ウイグル」の類義化

および「テユルク語」と「ルームやテユルクメンの言語」の区別化はなぜ生じたのであろう

か。第豆章第！節で確認したように，「ウイグルのパフシ」の類義表現は「テユルクのパフ

シ」やヂテユルク語に通じたパフシ」さらには「トルキスタンのパフシjであった。つまり，

「ウイグル」が「テユルク語［　ivテユルク文語〕に通じた」「テユルクのパフシ」として「ト

ルキスタン〔≒旧チャガタイ・ハン国領とジョチ・ウルス］」で活躍していたのであり，モ

ンゴル時代以降の当該地域におけるウイグル文字文化とテユルク文語文化の挺い手は主にウ

イグルであったと考えられる。アリーシール個人の事情ではなく，このことが上の状況の要

因となったと考えるべきであろう。

2　アリーシールのアルシャク朝史叙述に見られる“ウイグル。

　ギウイグル」はさらに，アリーシールによる史書7ゴ助一初溜勲ゴ痴αノπのアルシャク

（アルサケス）朝史の叙述において，意外にも人名として現れる。

　　ある者たちが奮うには，イラークとファールスではUyqur（JSh」1）という名のA§k［＝アルシャ

X4
　　〈nasb－u－ta‘Ilq　batU）」となっており，　fテユルク語書体」もMz〃n．では“tarl¢a　batt”ではなく

　　“turk16a　batt”となっているが，いずれの場合も肢帯な写本（Kul，）の表背に従った。

33）　ここで需うテユルクメンは，アゼルバイジャンを拠点としたカラコユンルやアクコユンルの

　　テユルクメン諸部族であり，現在のトルクメニスタン地域のテユルクメンを指すのではない。
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　　ク］の子孫の！人が三王であった34）。シャープールから50年後のことであり，その時代にヨハネ

　　Yahya〈彼の上に平安あれ1＞は殉教者となった。彼は王権を息子のグーダルズに引き継がせた。

　　Uygur（」舜のの子グーダルズは偉大な帝王となった。［Muk．：XVI，　219－20；Kul．　11：361a］

このグーダルズの父親の名や家系については史料問の齪酪が激しく，同時代入のミールホー

ンドによれば「筆者がいくら様々な史書を調べてもtこの集団［＝アルシャク朝二三の状

況や名は詳らかにならず，記されていることにも相違があり，［この王族の］誰についても

編年が一致しないほどであった」という［RS：1，7283。アリーシールのアルシャク朝史叙

述は，形式・内容ともモンゴル時代の史書TBに見られる叙述に類似しており，事実彼

が参照した文献の中にTBが含まれている［ル∫3‘た：XVI，204－205，215，221－222，　etc．］。ア

リーシールは，この史書において’YQVR⇔論1）の綴りで示された王の名［TB：46］を

“Uyqar”と読み，　Uyghrの異形と見なしたようである。しかし，この王の名は，『タバリー

史2に見られるAfqOr－9ah（PakorOs）［Tab．：1，417；Tab．／E：IV，101］が不正確に伝えられ

たものである可能性が大きい。つまり，Afqar－SahのAfqUr⇔鋼）の転二形Abqar（」画1＞／

ApqUr（」典｝）を’YQVR⇔典t）と誤読あるいは誤写したと考えられるのである。

　アリーシールがこの綴りを「ウイグル」と読み歴史叙述に取り入れた理由は定かではない

が，おそらく「ウイグル」への執着などではなく，次の伝承と関係しているであろう。

　　彼ら褻＝アルシャク朝王族］にはノアNabの子ヤペテY2fi§の子孫でA§kanという名の1人の橿

　　先（pidar）がいた。ヤペテの子孫はみな王であった。［Bal．：73！］

周知のごとくノアの子ヤペテは，イスラーム史学において早くからテユルク全体の祖とされ

［　Tab．：1，139；Tab．／E：1，11；Ba／．：！42］，しばしば“aba　a1－turk”と【呼ばれ，テユルクを

ヤペテの息子の名とする伝承もある。それゆえ，アルシャク朝の系譜にテユルクの！集団の

名称「ウイグル」が人名として登場することに，何ら疑問を持たなかった可能性が大きい。

　そもそもウイグルは，テユルクの中でもかなり大きく歴史のある集団と見なされていたよ

うである。ティムール朝湿の文献にも受け継がれた［RS：V，12；創V：19a］モンゴル時代

のオグズ切ガン説話によれば「ウイグル」の語義は「団結・支援」で，オグズが自分と

「岡生した諸部族や叔父たち」およびf親族」に付けたヂ名（laqab／nam）」であり，かな

り編広い集団を指す［1T：52，　54，138；小山・本田：53－54］。実際，モンゴル時代の代表的

史書に「ウイグル諸集団（afvaj－i　uygar）」や「ウイグル諸部族（aqvam）」といった表現

が見られ，二二の集団・部族への言及もある［Tf：1，35，40；fT：139］。これ以前の「トク

ズグズ」やヂ旧姓團鵬」といった表現も［c£井谷：7］，STに引かれた綴者たち（bul〈a－

malar）」の二葉ヂ如何なるものの段階も9より上はなく，上限が9である」［ST：4］や，

贈物を9つで1組とする慣習の存在［BAr／f：134，注682；Subtelny　2007：35，　n，97］など

34）Mule．では“Agk　farzandlaridin　Uy塞ur　atllg　bir　pad§ah　erdi”とあるが（下線筆潜），　Kul．では下

　線部が“Uyqur　atlig　b三ri”となっている。つまりアシュクの子孫に属する「Uygurという名の1

　入の」三王がいたのではなく「Uyqurという名の」アシュクの子孫の「1人が」帝王であった。
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から，1桁の最大数たる9の象徴的意味薮エントレス＆シンメル：179－181］に基づいてお

り，含まれる集団の多数性を示していると考えられる。

　アリーーシールは乃’吻ゴα舶砂グ池塘々αフ磁’でヤペテについて述べた後f今上陛下の状

況や系譜を［別作品で］述べるつもりなので，今書いているこの史書ではやペテの歴史にと

どめる［：その子孫の歴史にはふれない］」と記す［！Verfe．：XVI，106；KZtL：II，　332b］。ヤペ

テの子孫の歴史が含まれるはずの，スルターン・フサインの系譜が著わされることはなかっ

たが，もし実現していれば・再びウイグルが登場した可能性がある。

　3　アij　一シールにとってのテユルク世界と“ヒタイ。

　上述のテユルクの祖とされるヤペテに「スィー一一一ン（al一＄ln）」（；チーンCln）という名の

息子がいた，とする伝承がアッバース三期の著名なアラビア語史．書に晃られる［AT：2；

Tab．／E：1，　238（n．459）］。さらにモンゴル時代からティムール朝期にかけては，「チーン」

に「マーチーン」という名の息子がおり，それぞれ隅名の町を建設したと伝えられていた

［TG：2635＞；RS：1，69；ZV：16a，17a］36）。通常「チーン」と「マーチーン」は「ヒタイ」

以外の中圏を指す。一方アリーシールは，前掲書でヤペテについて次のように伝える。

　　ノア〈彼の上に平安あれi＞はトゥランの地（Tar2n－zamln）37）をヤペテに与えた。・…・・彼には

　　B6ka，　Hazar，　Saqlab，　RUs，　Beg　Cln，　K：amSという7人の息子がいた。……ヤペテはヒタイの王国

　　（Hi奪哀mulki）で権力を確立すると，これらの息子たちに与えた土地を，その息子の名で呼んだ。

　　［Mufe．：XVI，　！06；Kul．：II，　332b］

ここで注薩されるのは，ヤペテが「ヒタイの王国」の支配者となっていることである。ア

リーシールは別の著作において，ノアが「史家たちがテユルクの父と記すヤペテをヒタイの

王国に送った」と伝える［ML：168；ML／L：text　4；ル血ぬ：XVI，10］38＞。ヤペテがノアか

ら北方・策方の地を委ねられたことは多くのムスリム文献において一致し，子孫が申国の支

配者となったとするのも珍しくはない。しかし，ヤペテがヒタイに赴きその支配者となった

とする伝承は，少なくともペルシア文人は誰も伝えていない。アリーシールがヤペテとその

家系を意図的に中国，特にヒタイと結び付けようとした，と考えざるを得ない。

　これに闘連して，アリーシールの代表作（物語詩）の中に次の有名な一一節がある。

35）　この箇所には校訂の誤りが見られる。原典では疑いなく，「6番闘がチーンでマーチーンはチー

　ン［校講“版原文はホタンHuta絹の息子である」と記されていたはずである。

36）上述凹でもヤペテの息子がスィーンを建設したとするが［12］，マーチーンには受診がない。

37）Mz礁ではrトゥランとホタン」となっているが，これは“zarnin（eeaj）”を“va難utan
　（di3S　」〉”と誤読したものと判断し，　Ktt／，に従って“Tlttan－zamin”とする。

38）　この作品においては，ノアがrペルシアの父（abO　al－furs＞と記されるセムSamをイランと

　トゥランと諸国の中間において統治者とした」［ML：168；ML／L：text　4］とされ，上述：翫’一

　rih－i　anbiya一’vci　lgu7tamd’の引用部と鰍齢をきたしている。
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　　部族（qawm）が隅一であろうが100あろうが圭OOOあろうが39＞，テユルクのウルス自体が私のも

　　のと定まった／私は軍も率いず我が命令の玉座にヒタイからホラーサーンまで易々と手に入れた／

　　我が箪の藁はホラーサーンのみならずシーラーズとタブリーズにも欝美な轡葉を振り撒いたよう

　　だ／テユルクは私の欝葉に心だけでなく命も捧げ，テユルクだけでなくテユルクメンもそうしたよ

　　うだ〔FS：509－5！0；蜘た：VHI，475；Berters：150；Sultan：11－！2；菅原200！：59］

懲らの著作が征服した「テユルクのウルス（国あるいは民）」の領域を「ヒタイからホラー

サーンまで」と表現している。シャールフ時代の記録では，粛州（厳密には嘉硲関）以東が

「ヒタイ」とされていたから［ZT：822，863～864；小野20！0：30！，330〕，アリーシールの作

話を解し得る「テユルク」が，当時のティムール朝の主な支配領域（マーワランナフルとホ

ラーサーン）より東方，天山地方やタリム盆地を越えて，粛州以東にまで存在したのである。

その一一方で「ホラーサーンのみならずシーラーズとタブリーズも」とあり，これに応じて

「テユルクだけでなくテユルクメンも」とあるから，ファールスやアゼルバイジャンで彼の

作話を解したのは「テユルクメン」であり，同じ「テユルク」とは見なしていない。もっと

も，テユルクとテユルクメンの区別自体はモンゴル時代のオグズ＝カガン説話においても確

認することができる〔／T：55；小山・本田：55］。問題はtヒタイの領域に居住するテユル

ク系の人々に対して，問じ「テユルク」の意識を持っていることである。

　これに関連してTR第2部（1541／42年完成）に，「ウイグルの領域」に関する先に見た

Tfの記事（本稿45頁）を引きながら，「現在ヒタイはよく知られ明瞭であるがtウイグル

の領域は今は全然判らないと言われており，この名称で示される場所は！つもない」とする

記述が晃られる〔TR：299；TLI？／1：522］。問史料中lsan　BUqa　ljan（d．146！）のrl寺に

「トゥルファンのウイグル族（qabila－yi　aygUr－i　Turf諭）」が登場するが［TR：49；TR／工：

106］，！6世紀甫半には，そもそも「ウイグルの領域」と呼べるものが存在しなくなってい

たのである。それゆえか，BIVにおいて「ヒタイへ行く」ことが「モグーリスターンとトゥ

ルファンへ行く」ことに雷い換えられており［βN：！5H521BN／」：注772〕，少なくとも

BArの著者バーブルにとってfヒタイ」は，かつてのfウイグルの領：域」以東を指していた

と考えられる。おそらくアリーシールにとっても，「ヒタイ」は本来の池州以東のみを指す

のではなく，より西方のテユルク艦住地域をも漢然と含んでいたのであろう。

　いずれにせよアリーシールにとってのテユルク世論がかなり東方に広がっていたのは確か

である。おそらくこれは，モンゴル時代以降に成立した狭義のテユルク文語文化が土台と

なっていたからである。例えばアリーシールの著作には，「王権がアラブやサルトsartのス

ルターンたちの下からテユルクのハンたちの下へと移って以来，フレグ・ハンの時代から

（両刃の結合蒔に生れた）めでたき王ティムール・キュレゲンの治世まで」作品を伝えるに

39）　このフレーズは，部族がnoO（yUz）あろうがIOOO（min＞あろうが」という意味と，「ユズ

　（部族）であれミン（部族）であれ」という馬面とを掛けている。



60 久　保　一　之

値するテユルク詩人は現れなかった，と述べるくだりがある［ML：188；蕾原2001：57］40＞。

その一方で，ヂサルトのスルターンたちからも［セルジュク朝の］Sultan　Togrilや［ムザッ

ファル朝の］sah　Sula‘のような偉大な帝王たちや高位の軍入たちが［ペルシア語で］艶や

かな山山や甘美な捌青詩を詠んだ」と述べる［M盈、：XVI，35－36；1一二188；ML／L：text

33］。サンスクリット起源の「サルト」はチャガタイ語文献において「テユルク語を知らな

いアジャムの都市民（Sahrlu／6ahri）」を意味し［Lngat：318，575；B2＞／J　l注6！］，18世紀

半ばのチャガタイ言奮ペルシア語辞典では「タジク」と瞬義とされる［San．：230b］。つまり，

セルジュク朝三主をタジクと冤なす一方で，フレグ・ハンを最初期の「テユルクのハン」と

見なしているのである。また，シャールフ時代のヘラートやサマルカンドで『クタドゥグ・

ビリク選（11世紀後半）や、4β（！2世紀薗半〉などがウイグル文字で書写され，アリーシー

ル自身八Mの中でAffの著者アディープ・アフマドに言及している［Mufl．：XVII，426；

NM：390－391］にも拘らず，モンゴルの侵攻以前のムスリム・テユルク韻文学の存在を無

視している。結局アi］　一シールの言うテユルク詩は，モンゴル聴代に根を持ちティムール朝

期に成熟したペルシア古典詩風テユルク詩のみを指しているのである。

　アリーシールが著述に用いたテユルク文語については，アンディジャ～ンのテユルク語に

関する，BIVの有名な記事が注園される。

　　住民はテユルクである。城内の住民やバーザールの商口でテユルク語（turkl）を知らぬ考はいな

　　い。住民の二葉は筆になじむ。なぜなら，ミーール・アリーシール・ナヴァーイーの諸作品は，彼

　　がヘラートで成長したにもかかわらず，この地方の比翼で書かれているからである。［捌V：5］

アリーシールはアンディジャーーンを訪れたことさえないから，上の記事は，バーブルが自身

とその故郷の言語の正統性を主張したものと解することができる。また，フェルガーナ全体

のテユルク化に関しては，同時代のマルギーナーンやウラテペ山麓の村ディフケトの住民が

fサルト」であり，イスファラの住民も「みなサルトでペルシア語話者（fars1一g醸＞」で

あったから［do．：6－7，143］，過渡期に過ぎなかったと雷える。しかしtアンディジャーン

におけるテユルク藷文化の形成には，早くに不十分な・形でバルトリドが指摘したように

［Barthold：7］，ティムール朝期の一史料によれば，！4世紀初頭のドゥア・ハンによるチャ

ガタイ・ハン国の復興［加藤：第1章第3節；Echmann：朗が関わっている。

　　［ドゥア・ハンは3父祖伝来の諸ウルスすべてを支配した。さらにヒタイ諸国に属する多くの地域

　　を手に入れる一方，イラン0）地（lran－zamM）ではホラーサーンの大部分を自らの領地に加えた。

　　トルキスタンとフェルガーナで幾つかの都市（§ahr－i　buzurg）を再生させた。そのうちの1つが

　　〈イスラームの天蓋〉アンディジャーン地域（1．aitta－yi　qubbat　al－lslam－i　Andigan）で，支配下の

　　諸闘全域からこの上なく多くの鷺をこの地域に遮れてきた。今でもこの町の各マハッラは特定の

40）ML／L：text　33；Mztfe．：XVI，35－36；／〈ul．：H，284aおよびML所載のファクシミリにおいて，

　“TemUr　KUragan　dawraniga6a”の“dawramga6a”から次に“TemUr　Kぬ朦gan”が出てくるまで

　のテキストが欠落している。
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　　qawmとつながりを持っている。［MT：106］

移住させられた人々は，そのまとまりが“qawm”侮部族）と表現されているから遊牧

テユルク・モンゴル系であった凹凹性が大きく，出身地は，東は「ヒタイ諸国」から西は

「ホラーサーンの大部分」までの様々な地域であったはずである。したがってこれが史実で

あるならtムスリム・テユルク共通語がこの地で形成された可能性が十分にある。アンディ

ジャーンの「各マハッラ」の名称や状況は不明であるが，バーブルの時代，アンディジャー

ン地域の「山麓（kuhpaya）」の！つが「ウイグル」と呼ばれていたのである［BAr：109〕。

　以上本章で見たように，アリーシールには，モンゴル時代を起点とする，かなり東よりの

テユルク世界認識が確認できる。おそらくモンゴル時代からティムール朝霜にかけて，チャ

ガタイ・ハン国領を中心に共通ムスリム・テユルク語が形成され，この狭義のテユルク文語

文化を象徴するのが「ウイグル」にほかならなかったのであろう。したがってアリーシール

の著作に晃られる「ウイグル」の特別なニュアンスや「ヒタイ」への近しさは，蟻時のテユ

ルク文人として，決して特殊なものではなく，彼の家系とドウイグル」や「ウイグルのパフ

シ」との特別な関係を裏付けるには不十分と言わざるを得ない。

V　アリーシールや他のテユルク文入の家系と’パフシ。の家系

　1　アリーシールの家系とテユルク文語文化

　ティムール朝期「ウイグルのパフシ」はウイグル文字文化とテユルク文語文化の主な損い

手であり，アリーシールの著作においても「ウイグル」がモンゴル時代を起点とする狭義の

テユルク文語文化を象徴する響きを伴った。「ウイグルのパフシ」（あるいは「ホラーサーン

のウイグ」vj）とアリーシールの家系を直接結び付ける証拠はTRの記事以外に見当たらな

いが，この家系には，以下に示すように，アリーシール以外にも韻文学を中心にテユルク文

語文化になじんでいた鷺が少なくない。

　アリーシールの母方のおじMエrSa‘id　Kabuii／Amir　Sayyid　Aq241）は「［ペルシア語より3

テユルク語（tむrk6a＞の方を好んだ」とされ，作品としてtuyug（岡音異義語で脚韻を踏む

四行詩）が伝えられている［MV：78－79；ル∫z盈．：XIII，　66］。その弟Mulpainmad　‘Alrは良い

音楽家で書道にも優れていたが，Gariblという筆名を持ち，ペルシア語の開句とともにテユ

ルク語の丁台も作品として伝えられている［MV：79；Mztle．：XIII，66－67］。先のMir　Sa‘ld

Kabull／Amir　Sayyid　Aqaの息子（アリーシールの従弟＞M亙r　Haydar42＞は＄abu垣という簗

41）　この人物の名は，MNによればMir　Sa」ld　Kabullであり，　HSやMatla‘によればAmlr　Sayyid

　Aqaである£Barthoid：26（英訳0）際Mlr　Sa‘ld　Aqaと誤寵）］。同一入物とする根拠は，双方と

　もアリーシLルのヂ母方のおじ（tagay1／hal）」であり，サラフスでアブーーサイーードに殺害された

　点で一致するからである［NS：127，　243；MaSla‘：901；MN：79；Mule，：XIII，66］。

42）　この人物の名はMz‘d．では（Amir）Haydar－i　‘Ali－Slrである［Mud．：147－148｝。
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名を持ち，詩と謎掛けに優れ，作品にはペルシア語が多いが，テユルク語の開句も伝えられ

ている［MV：172－73；Mz41e．：XIII，144；Mud．：148－150］。

　このほかアリーシールの父はrテユルクであるにも掬らず（ba－vujUd－i獄kfyat），学識・

素養（fa2a’il）を放棄せず，幸運なる子息が学識・素養（faZl）で飾られるよう，その気高

き志を極限まで費やした」という［TS；891］。　fテユルクであるにも拘らず」とあることか

ら，ここで毒うヂ学識・素養」は主にイラン・イスラーム的なものと見なされるが，テユル

ク文語文化に縁遠かったとは考え難い。またアリーシールの弟Amlr　Darvl§　‘AIIの名には時

として“kit2bdar”（蔵書管理窟）の語が伴われる［US：！55，188；磁6密2：158bj。これは

明らかに，チャガタイ詩人・文人としても名高いスルターン・フサインの下での職名を表し

ており，ルーム語韻文の書物すら含まれる（本稿56頁）この慰主の蔵書に，狭義のテユル

ク語文献が多数含まれたことは疑いようがない。

　以上のような，アリーシールの家系に晃られるテユルク文語文化へのなじみ深さは，この

家系を「ウイグルのパフシ」に直接結びつける根拠になり得るであろうか。上奏書において

ウイグル文字を使わないようにというアリーシールの呼びかけ（本稿55頁）は，ムスリム

としてアラビア文字を尊重する彼の姿勢とは裏腹に，当時のウイグル文字使用の根強さと，

ウイグル文字表記をアラビア文宰表記に変更する容易さをも裏付けている。ウイグル文字テ

キスト各行の下にアラビア文字テキストを小さく併記したテユルク語文書は14世紀末から

各地で作成されている［RadlOv；小野2000；同20023。アリーシール趨身もウイグル文字

の読書きができ，パフシをつとめる能力すら持ち合わせていた可能性がある43）。

　テユルク文語文化，特に文学へのなじみ深さとfウイグルのパフシ」の二三的な関連を検

証するには，アリーシールと岡時代の，ティムール朝王族を除く（多くがペルシア語でも著

述した）主なテユルク詩人・文人の出自・経歴を比較考察することが有効であろう。

　2　テユルク詩人・文人の出自と経歴

　アリーシールと同じく当時のテユルク詩人・文人は，その名にアミール（ベグ）の称号を

冠しても，部族名を伴わない場合が多く，Amlr　K：amal　al－dln　9usayn／Uasan44）‘All　Jaiayr

（筆名Tufayli）［Hofman：VI，　38－39］は珍しい例である。父親‘Ali　Jalayrはシャールフの

孫Aba　a1－Qasim　Baburのもとで有力アミールとなり，シャールフの曾孫Yadg：r

M晦mmadの下では最高位のamlr　al－umara’にまで昇進する。　llusayn　‘All　Jalayr本人はス

ルターン・フサインにクシュベギ，パルヴァーナチとして仕え，後にはバーブルにも仕えた

［βN：271iMV：172；Mztle．：XIII、143－！44］（以下，職位については久保1997b参照）。

43）　実際，アリーシールは園家財政に十分閣与したが［久保1997b3，パフシの職務に従事した形跡

　は金く無い。唯一可能性が残るのはAba　al－Qasim　Baburに仕えた時期であるが，　Mll　‘i22におい

　てこの王子のrテユルクの趨：記」の欄は鴨脚である〔Mac　‘i22：146a］。

44）　本来Husaynであるが．　Hasanとも呼ばれていた［BA」：271］。
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　チャガタイ語韻文のSaybdni－ndima（Say．とは別の作贔）の著者でシャイバーニー・ハン

の下でamir　al－umara’かつ「詩人の王（malik　al－Su‘ara’）」であったAmir　Muhammad　＄alil？

（d．1534／筆名＄aliゆ［Hofman；V，294－301］は，時折その名に部族名ベルグトBelgUtを伴

い，父親はアブーサイード鷹下の有力アミールNar　Sald，父方の祖父がシャールフ鷹下の

有力アミ・一ルSah　Malikであったが［B　V：1，95；βS：276；MV：！74；Mzt4．：151；fi4ule．：

XIII，！46；Ando：184－！88，　283；川口：第8章］，このSah　Malikの祖先はティムールの祖

先の乳兄弟であったという［川口：254］。Muhammad＄alih霞身はスル均一ン・フサインに

仕えたが，βNでは土入として扱われ，その後シャイバーニー・ハンに猛えるまではサマル

カンド政権のSultaパAliに仕えていた［BAX：56，281－282］45）。

　アリーシールにとって「父のような」存在であったAmlr　Sayyid　Hasan　ArdaSir（d．

1489）［Hofman：III，190－191］は，父親Amlr　ArdaSirがシャールフの子Baysungurのク

シュチ，後にクシュベギであり，本人も時折その名にヂクシュチ」の語を伴っている。最初

は上述Baysungurに仕え，スルターン・フサインの下で印璽嘗（muhrdar）ついでainlr－i

divanとなった［Mπ密g二158a，159a；Hdildit：91；MV：81－82：M％た：XIII，68］。

　元はアブーサイードの「お気に入りの従者（mab§as　rnulazim＞」であり，スルターン・フ

サインの下でパルヴァーナチ，印璽嘗，後には有力アミールとなったAm1r　Nizam　al－din

Sayb　A払mad　Suhayll／Say麺im　Suhayh（d．150！／筆名Suhayli）［Hofman：V，！88－！92］は

「ホラーサーン国の傑出した部族（muta‘ayyin　e1＞」の出身で，ドテユルク詩にはあまりいそ

しまなかった」とされるが，作画は伝わっている［NS：159；MV：84－86；MZtle．：XIII，

71－72；Mu　‘iz2：158b，159a；TS：913］。ジャーミーがこの人物に対し「ミールザー」と呼

びかけているから［BN：27］，元々アミールの家系に属していたと考えられる。

　TSの著者ダウラトシャー［Hofman：III，7－！0］は通常テユルク詩人・文人とは晃なされ

ないが，アリーシールのテユルク詩を味わう能力を持ち，TS申で自作テユルク詩を披露し

ている［TS：892，　90！－903，913］。ダウラトシャーは世襲0）アミールの家系に属し，その父

‘Ala’ai－dawla　lsfarayinl／Samarqandlはtシャールフの下でamilr　al－umara’にのぼりつめ

たFlraz一§ahの父方のおじの息子（‘ammzada）であったが，このFII－az－sahの父親

ArgUn－sahは元テユルクメン系グラームで主馬窟（馬面管理窟）であったという［Ml＞：

171；Mzafe．：XIII，171；安藤：108－110；川口：304－305］。

　アミールの称号を伴わない著名なテユルク詩人のうち，ムキーミーMuqiml［Hofmaエ1：

IV，208－209］はヘラート出身でタルハン部に属し，ダルヴィーシュとして暮らしていたと

いう　［M八「：75；ル肋ん、：XIII，63，　XVII，477；NM：436］。一方，アターイーAtayi［Hofmalt：II，

124－127］はバルブ在住者で，アフマド・ヤサヴィーの弟の子イスマーイール・アタの子孫，

45）　このほかAba　al－Q農sim　Babur魔下のam1r－i　dlvanにも岡名の者がいるが〔fi4z｛　‘izg：145b］，当

　該MubamiTkad　＄alibが没する80年近く前のことになるから，嗣一人物である可能性はない。
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つまりテユルク系シャイフの家系に属したとされる［Mi＞：74；Mz‘々．：XIII，63，　XVII，420；

NM；384〕。著作Dah－ndimaのウイグル文字写本が存在するアミーリーYasuf　Amirl

こHofman：II，　92－97］はシャールフ時代の詩人であるが，その筆名は本人の身分に依るもの

ではないとする見解がある［TS：800－801；Togan　1963：2！，　39－40］。テユルク語・ペルシ

ア語両方に通じたLA」（大半はMNのペルシア語訳）の著者F的rl　b．　Sultan　Mubammad　b．

Amlr146）は，このアミーリーの孫である可能性が大きい。

　このほか，当時のテユルク二二に関するもっとも：重要な史料燃によれば，スルターン・

フサインのサドルとなった者（Mawlana　Na‘lml），アブーサイードの子Mas‘adの従者で

あった者（Mawlana　Qutbl），父親がアブーサイードやスルターン・フサイン鷹下の有力ア

ミールで自らもアミールであった者（Mirza　Beg），アミールの家系に属する者たち（Siram；

IbrahIm　M晦ammad耳allD，父親がマシュハドのハーキムをつとめたが慮らはダルヴィー

シュとなった者（Darvlg　Nazukl），有名なルトフィーをはじめ出自は詳らかではないが神秘

主義の道を歩んだ者たち（Maw12na　Uusayn　Hv　arazm1；Harlm　Qalandar；Mawlana

K：amali）がテユルク語で著述したこ溜〉：9－IO，29，57，64，75，80－81，！75，177；Mufl．：XIII，

13－lzl，　27－28，　49，　55，　63，　67，　！46，　148］‘7）．

　以上のように，アリーシールと同時代のテユルク詩人・文人の大部分が，クシュチ，印璽

窟，パルヴァーナチなどイチュキ（近習）・ムカッラブ（側近）と呼ばれる近臣集団［久保

1997b：！50，158－159］に属す者，有力アミールやその子孫，およびヤサヴィーヤのシャイ

フの子孫など神秘主義に関わる者である。バルブ在住で霊廟に住むMawlana　Majnaniなる

詩人が「書家のようなこと（kitabatqma）ができ生活費をかせいでいるらしい」とある

［MV：！19；fYuk．：XIHt　99］のが珍しい例である。　fウイグル」に属する者も，その名に

「パフシ」の語を伴う者も兇当たらない。ただ1人目ユルク語・ペルシア語両方で優れてい

たという詩人Sa頓が，　Ja‘far　Bab§1なる人物の息子と伝わるのみである［M　V：179；Mule．：

XIII，！50］。この父親の名は他史料に見えず，本人はヂ武人の道（sipahih礁ar1q1）において

屈強であった」と伝えられ［ibid．］，パフシの職務との関わりは不明であるが，先述HVaja

Saqi　‘AII（本稿53頁）と隅一人物であるなら，「ホラーサーンのウイグル」である。

　結局泌Vには，先行研究で，ティムール朝期の「パフシjかつテユルク詩人と見なされ

ているMan帥r　Ba擁1［Hofman：IV，　II8－121；Gandjel1964：！64］，　Hasan　Qara　S2’il　Sams

［Sertkaya　1977：！4］，　Mubainmad　al－Katib［Togan　1963：4］やその縁者も，パフシと関

46）　この人物の名は，写本によってFabi－l　b．　S噴ar1　Mubammad　AmirlあるいはFa願Sultan

　Muhamm露b．　Amlriと異なり［LAr：XXVIII（K：H）］，後者を採る場合が多いようであるが

　［Hofman：III，　20－2｝］，筆者はFabrl　b，　Sul伽M的鋤孤ad　b．　Amirlが正しいと考える。

47）　ティムール朝王族を除けば，、MNにおいて，テユルク語の韻文作品が伝わるtあるいはテユル

　ク詩人・文人と見なされている者は，合計日域である。ただし，この中に上述Mukammad　＄alih，

　Dawlat－gah，アリーシールの従弟Hayδar，およびペルシア弾入でありながらテユルク語の著作

　も残しているビナーイー〔久保1997a：33］は含まれていない。
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わりを持つ者も，ほとんど登場しない。アリーシールは，ティムール時代からシャールフ時

代末期にかけて優れたテユルク詩人が出現し始めたと一述べるが［ML：188］，この動きの中

で「ウイグルのパフシ」が存在感を示すことはなかったのである。

　3　“パフシ．．の経歴およびその家系

　前節で確認、したように，文学，特に韻文学に限ればテユルク文語文化へのなじみ深さは

「ウイグルのパフシ」に直結しない。テユルク詩人・文人およびその家系はイチュキ・ム

カッラブと呼ばれる王族の近臣集団に属する場合が多く，第1章第1節で見たように，ア

リーシールの家系も例外ではない。実は，「パフシ」も近臣集団に属したと考えられる〔久

保1997b：158］。この近臣集団の中から高位に昇進する者がよく現れるが，その名にパフシ

の語を伴う者も，時にはアミール（ベグ）の称号を冠し，また時にはパフシの職務以外で活

躍した。このような例について，アリ～シールほかテユルク詩人・文人およびその家系の場

合と比較するため，まずはMu　‘iz2で確認できる人名・職位を以下に示す。

　ティムール鷹下のディーワーンのアミール（amlr－i　dlvan＞48）3人：

　　　Dawlat－Sah　Bah．　gi　；　Sah　Bah．　gi　；　Malik－Sah　BahSI　［！｝！u　‘izz　：　97a］

　シャールフ鷹下の万人隊長（amir－i　t負man）鷹下の軍指揮宮（千人隊長）3人：

　　　BahSi（左翼‘AIIka　K：Okalt麓の万入隊）［do．：135b］；

　　　Ir2n一§ah　Bab§i（右翼Husraw　Ta迦anの万人隊）［do．：！35b］；

　　　Su1捻n　Bah§i（申軍Pir－Luqm譲nの万人隊）［do．：！37a］

　シャーールフの子‘Abd　al－1頗f鷹下のトヴァチのアミール（amir－l　tU噸6i）1人：

　　　SultAn　Babgl‘9）　［do．　：　！40b］

　シャールフの子Ibrah玉m　Sul質n雨下の宿営官（yUrt6i）1人と主馬窟（abt農6i）1入：

　　　Bayazld　Babgl　（yart6i）　；　C｝zbig／　Ozbeg　BabSi　（ahtael）　［do．　：　！42b］

　シャールフの子Baysungurの孫Ibrahlm鷹下のサドル1人：Mawlana　Bab§1［do．：145a］

48＞Mμ‘ガ忽のテKムール朝王族各成員の臣下のリストでは，逓常，最初に“Sarh－i　umara－yi　U”（そ

　のアミールたちの説明）という枠全体の標題が付されているが，この標題が“garb－i　umara－yi

　divaRiyan”（ディーワーンのアミールたちの説明）あるいは”garl］一i　dlvaniyan”となっている場

　合があり［108b，　129a］，枠内最初に“dlvaniyan”という見出しが示されることも多い［102b，

　104b，107b，　llOb，！17b，！19b，137（bis）b，141b，155a］。また“divanlyan”の見許しの有無に拘らず，

　枠内最；初のアミール名列挙の後’‘tuvaeiyan”という見出しがあって再びアミール名が列挙される。

　さらにシャールフの項に見られる静々のアミールの説明を参照すると次のように毒える。枠内最

　初にamir－i　dlvanのリスト，その次にamir－i　tuvaCilのリストが配され，それぞれの集愁をdlva－

　niyanおよびtuva6iyanと呼んでいる。ただし，！例のみdivaniyanが“nivl＄anδagan－i　tazik”（タ

　ジクの書詑漏財務高富・ワズィール〉を指している［！40bi。なお，スルターン・フサインの項

　は様式が異なっており，しばしばアミール名に“mal”や“tuva61”の書き込みが見られる。

49）Mu　fizzの該当箇所ではS慮an－bakSと書かれているように見え，右隣にはHuday－ba廊なる人

　名も見られる。しかし，Huday－babSならともかくSuitan－ba鈴という名はあり得ないと判断し，

　シャールフ鷹飼のPir－Luqmanの万人隊に属する軍指揮官Sultan　Bab§1と同定した。
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　アブーサイードの子Sul質n　M鋤mUd鷹揚の万人隊長2人：

　　　Amlr　Pir－Abmad　Babgl　1　Arnir　Pir’Husayn　BalpSI　［do．　：　！55a］

　スルターン・フサイン鷹下のトヴァチのアミーール3入：

　　　Birdl／　Berdi　Beg　BabSI　1　Mubammad　‘All　BabSI　galdar　1　Giyas　BabSI　［do．　：　157a，　158a］

　スルターン・フサイン鷹下のディーワーンあるいはトヴァチのアミール1人：

　　　Muhammad　BabSi　［do．　：　！57b］

　以上15名（重複があり実質！4名）のうち，ティムール政権樹立時にamlr－1　dlvanとなっ

たDawlat一§ah　Babglは，先にふれたように（注25および53頁），　Dawlaも一目h　B的§i　Uy皇Ur

と記される時もあり，まさに「ウイグルのパフシ」であったが，ほかにウイグルと確認でき

る者は見蟻たらない。ティムール時代からスルターン・フサイン時代まで，名に「パフシ」

の語を伴う者がamlr－i　divan，　amlr－i　tuvaei，　amlr－i　tUmanといった大物アミールになる例

は尽きなかった。またヂサドル」となった例は特殊であろうが，近臣としてf宿営官」や

「主馬密」の職務に従事し，また特定の万人隊に属し（千人隊長として）軍を率いるなど，

軍の管理や軍事行動に関わる場合が少なくなかったようである。

　スルターン・フサイン鷹下のamir－i　tuva61であるMubammad　’All　Bab§1　Hald2rと6iyお

Bahgiは，それ以前は「テユルクの書記」であった［㎜密z：159aコ。また，アブーサイー

ド靡i下のMuhammad　‘All　Babglは，スルターン・フサインに対し軍を率いもしたが［BAr：

255］，アブーサイードとその子Ahmadおよびスルターン・フサイン鷹下の同名人物は，あ

くまで「テユルクの書記」もしくは「パフシ」とされている［M％％g：152b，！54a，159a］。．

そもそもパフシの職務と軍事行動は峻別されるものではなかったのであろう。

　このほか王族と外戚開係を結んだ例もあり，Barゑt　HV農ja　Ba臓なる人物が，娘をシャー

ルフの孫‘Ala’　al－dawlaの「側室（qum2）　jとし，この娘は王子を産んだ［do．：！44b，145a］。

他の史料に見られる例では，Amir　Sams　al－din　Muhammad　Bab§iなる人物がスルターン・

フサインからの“istimalat－nama”（民撫i状〉をヘラート住民に届けており［Matla　‘：II，

1035］50），職位については不明であるが，かなりの重要入物と思われる。ティムール朝と近

接する時代・地域においても，バーブルの勅令（！527年）の中でSukan　Muhammad　Bab§i

なる人物が「寵臣たちの支柱（‘umdat　al－bava§＄）」∂乎ばれ［β2V：516］，ティムール朝か

らウズベクに乗り換えて，スルターン・フサインの二二を得たSah　Man＄Ur　Bal＄iなる人物

が，ティムール朝滅亡時にアンドゥフードの統治者であった［B！＞『：320，323］など，側近・

軍指揮筥としてパフシの職務以外で重きをなした例が散見される。

　家系に関わる事例では，スルターン・フサイン時代に‘Abd　al－latlf　BabSiなる人物がア

ミールの称号を持ち軍事行動に従事しているが，その「親族（hVig）」の‘A｝ika　Ba1癌もバル

50＞　この後アリーシールもヘラートに派遣された。このくだりek　HSにも記されているが［HS：

　145］，A糠r　Sams　a1－d沁MubammaδBah§1の名は見神たらない。
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フの統治者の臣下として，“burj”の防御に従事している〔HS：2！0－211，2173。両者ともそ

の名に「パフシ」の語を伴い，それでいて軍事行動に従事しているのである。「タルハン」

やウズベクの「クシュチ」の場合［安藤：IO1，注22；SultanOv：12－15；Say．：5］のように

「パフシ」が氏・部族名に転じた可能性もある。しかし，以下の2家系の事・例から判断する

と，パフシの技能が家系や親族間で受け継がれていたと考えるのが妥当であろう。

　先にもふれたが，スルターン・フサインの下でa面r－ituvaこiとなったOiya§Ba擁1は，そ

れ以前は「テユルクの書記」であった。この6iyおBa聴の昇進後M％‘惚の「テユルクの

書記」の欄にはtSultan　Bayazid　valad－i（｝iya§Babき1，つまりGiya§Ba垣§iの息子の名が現れ

る［磁心忽：159a］。同じくスルターン・フサイン鷹下でamir－i　tuva6iとなる前に「テユル

ク0）書記」であったMuhammad‘Ali　Ba繭晦1darは，1506年作成のワクフ文書において

「耳aldar5D　Babgiとして有名なMlr　Muhammad　‘AII」と書及され，その父親はMlx・　Suk漁n

BabSiとされている［Subtelny　2007：271，321］。このMir　Sultan　Ba臓は，ほぼ問違いなく，

シャールフとその子‘Abd　a1－latifに仕え千人隊長やamlr－i　tuva6亙をつとめたSul？an　BabSI

のことであろう。ところが，この人物については「テユルクの書記」の職歴を確認できない。

つまり，父子とも名にfパフシ」の語を伴うケースで，父親に「テユルクの書記」の職歴が

確認されなくとも，息子は「テユルクの書記」をつとめているのである。

　このように「パフシ」の技能や，時には職位：も，家系で受け継がれていたと考えられる。

注冒すべきことに，上述M漁ammad‘AII　Bab§1　ljald2rについては，史料中父親だけでな

く息子にも器及が見られる。Mu　‘i22におけるスルターン・フサインの“tuva6iyan”つま

りamlr－i　tuv26i（注48）の手｝尉に「Amir晦1ぬrの息子（valad）のAbU　al－qasim」なる入

物が挙げられ，ドAmlr　Haldar没後この職位を与えられた」という解説が付されている

〔Mzt　‘ixz：158a］。このAmir晦1darがHaldar　Bab§iという通り名で知られたMubamrnad

‘AII　B的§I　Haldarを指すことは疑いない。患子のAba　al－qasimはHSにAba　al－qasim

Bab6iの名で登場し，1513年ヘラートにおいてサファヴィー朝に対する反乱を起こすが，かつ

てはスルターン・フサインの下で「パフシの最有力アミールたち（a勧iln－i　umara’一i　bab醐

の列に加わっていた」という［HS：536－537；久保1988：！56－157，162（注25）3。

　以上のように，このSu1質n　Bab61－M晦ammad‘Ali　Bah§i　Haldar－AbU　al－qasim　Ba臓

の家系は，3代にわたって有力アミールに昇進し，アミール（あるいはミール）の称弩を保

持した。それでいて，その名にヂパフシ」の語をも伴い続け，先に見たようにfテユルクの

書記」としての技能も受け継いでいたと考えられる。「パフシ」との関わりが晃出せないア

リーシールや他のテユルク詩人・文人の家系とは，大きな隔たりを感じざるを得ない。

　人名末尾に付される「パフシ」の語に関して雷えば，史料申この語が省略されることは珍

51）Mubammad　‘Ali　BabSI　UaEdarの’‘baldar”は「ほくろのある（者）」という語義である。同名同

　時代人Muねammad‘A11　Bぬ6i（本稿66頁）と区別する上でこの語が重視されたものと思われる。
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しくはない。例えばMZt　‘iz2において，上述Su晦n　BahSi家の2代9をMubammad‘Ah

Haldar［Mu　‘izz：！58b］，3代目をAbU　a1－qasim〔dO．：158a］とのみ記した箇所があり，ま

た先に述べたように（本稿49頁）「テユルクの書記たち」35入中17人の名に「パフシ」の

語が欠けており，見出しが“bab§iyan”となっている場合ですら3人申1人の名は「パフ

シ」の語を欠いている［do．：154a〕。さらに前節末に言及した詩人のパフシ3人のうち2人

の名は「パフシ」の語を伴っていない。しかし，行政書記・能書家の技能を受け継いだパフ

シの家系に属する者が，常にその名に「パフシ」の語を欠くことは考え難い。時間的・空間

的に十分隔たりのある史料T／？に記された，父親の名のみにヂパフシ」の語を伴うアリー

シールの家系が，パフシの家系である可能性は皆無に近いと雷わざるを得ない。

お　わ　り　に

　以上の考察から明らかなように，アリーシールの父の名をKI6kina　Ba4§1，その家系を

fウイグルのパフシ」の家系とするTRの記事を，そのまま受け入れることは不可能である。

　元来仏教の師を意味した「パフシ」は，モンゴル時代にウイグル文字文書記・書家をも意

味するようになり，ウイグル文字表記モンゴル語の読書きに通じたパフシたちが，行政書記

として活躍するようになった。嶺初この職務を担ったのが「ウイグルのパフシ」であったと

考えられ，その後は非ウイグル・非テユルクのパフシの存在も確認できる。ティムール朝に

おいてウイグル文字表記テユルク語がペルシア語と並んで公用文章語となり，ウイグル文字

書道も発達し，主にテユルク系のパフシたちが行政書記・能書家として活躍した。ティムー

ル朝末期のホラーサーンにおいてパフシと書えば「ウイグルのパフシ」であり，やや後には

「ホラーサーンのウイグル」と呼ばれる人々の存在も確認される。

　アリーシールの著作において「ウイグル」という語が，先行する狭義のテユルク文語文化

を象徴する響きを持ち，アリーシール自身，この狭義のテユルク文語文化，およびこれと不

可分の東よりのテユルク世界認識を受け継いでいた。これは彼に限ったことではなく，パフ

シと言えば「ウイグル」，テユルク文語・文字と雷えばfウイグル」という認識が，テユル

クの人々の聞に広まっていたと考えられ，その起点はモンゴル時代に求められる。

　しかし，アリーシールやその他のティムール二期の著名なテユルク詩人・文人の家系と，

パフシの家系とを具体的に比較すると，両者の闘には大きな隔たりがある。三巴弩的・空問的

にTLI？よりアリーシールに近い岡時代史料に記されていないことを，史実と受け入れる理

霞・根拠は存在しない，と言わざるを得ない。なお，かつての「パフシ」の異教徒性などか

らアリーシールとその周囲が意図的に伏せたという可能性については，同時代に王族のサド

ル（宗務長官）をつとめたパフシの存在（本稿49，65頁）や，アリーシールの著作におけ

る「ウイグルのパフシ」の存在感を考えると，検討するに値しないであろう。

　結局TRの当該記事は，モンゴル時代を起点とする，狭義のテユルク文語文化における
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「ウイグルのパフシ」の存在感の大きさゆえに生み出された可能性が大きく，いわば，TR

の著者やその周闘の人々の思い込みではなかったか，と考えられるのである。もっとも，

「ウイグルのパフシ」であったのがかなり遠い祖先であるため，名に伴うはずの「パフシ」

の語などの痕跡が消え去っていた可能性は，わずかにではあるが，残されているであろう。

　アリーシールの出自や帰属集団に関する残された検討課題は，本稿で欝及したティムー一一ル

朝近臣集団（イチュキ・ムカッラブ）におけるこの家系の位置づけ，およびアミール（ベ

グ）の職位や称号との関わりである。これらについては現在別稿を準備している。
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